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　この絵では、たくさんの積み木を描いています。これらの積み木の中には、いろいろなお話
の世界がつまっています。心踊るハロウィンや遠い外国の物語－。これまでに読んだ好きなお
話を思い出してデザインしました。読書の楽しさが少しでも伝わればいいなと思っています。

　この絵を制作するにあたり、読書によって得られるたくさんの知識や面白さなどが、自分
の中にあふれてくる様子をイメージしました。そして、そのことをビンの中から溢れ出る水
で表しました。さらに、画面が楽しくなるように、船や魚などを配置しました。
（学年は2011年2月時点のものです。）

第22回読書感想画岩手県コンクール最優秀賞受賞者

第22回読書感想画岩手県コンクール優秀賞受賞者
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自
分
自
身
の
１
０
０
冊
の
た
め
に

『
い
わ
て
の
中
高
生
の
た
め
の
お
す
す
め
図
書
１
０
０
選
』

を
手
に
し
た
み
な
さ
ん
へ

選
書
委
員
会
委
員
長

　
盛
岡
大
学
学
長

　
望
月 

善
次

岩
手
県
教
育
委
員
会
　
教
育
長

　『
い
わ
て
の
中
高
生
の
た
め
の
お
す
す
め
図
書
１
０
０
選
』（
愛
称「
い

わ
１
０
０
」）を
お
届
け
し
ま
す
。
色
々
な
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
選
書
委

員
の
中
に
は
、
み
な
さ
ん
の
代
表
で
も
あ
る「
中
高
生
選
書
委
員
」も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
０
０
冊
の
中
に
は
、
選
書
委
員
が
選
ん
だ
も

の
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の「
お
す
す
め
図
書
」

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
と
人
と
の
出
会
い
に
は
、
色
々
な
場
合
が
あ
り
、
人
間

の
知
恵
を
越
え
る「
運
命
的
」と
呼
ぶ
し
か
な
い
も
の
で
す
が
、
或
る
人

と
本
と
の
出
会
い
に
も
ま
た
、
様
々
な
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
も「
運
命
的
」

と
呼
ぶ
し
か
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
こ
の
小
さ
な
試
み
が
、そ
う
し
た
み
な
さ
ん
の「
様
々
な
場
合
」

の
一
つ
に
な
れ
ば
と
い
う
の
が
私
達
の
切
な
る
願
い
で
す
。
私
達
は
、
勿

論
、
今
回
の
よ
う
な
試
み
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
も
自
覚
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
１
０
０
選
は
違
う
な
あ
。」、「
私
な
ら
こ
う
い
う
１
０
０
選
に
す

る
。」、「
同
じ
本
で
も
私
の
感
想
は
こ
う
な
る
。」な
ど
の
意
見
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ

の「
自
分
自
身
の
１
０
０
冊
」リ
ス
ト
を
作
っ
て
も
ら
え
る
な
ら
、
私
達

と
し
て
も
ど
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
読
書
活
動
は
、
言
葉
の
力
を
は
ぐ
く
み
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高

め
、
想
像
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
大
切
な
営
み
で
す
。
本
県
の
児
童
生

徒
の
読
書
活
動
状
況
調
査
に
よ
れ
ば
、
年
々
読
書
冊
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
読
書
を
し
な
い
人
の
割
合
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
読
書
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、『
い
わ
て
の
中
高
生
の
た
め
の
お
す
す

め
図
書
１
０
０
選
』（
愛
称「
い
わ
１
０
０
」）を
作
成
し
、
配
付
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
中
高
生
を
含
む
、
様
々
な
分
野
の
方
々
で
構
成
さ
れ
た
選
書
委
員
会

が
、「
こ
の
本
を
是
非
、
岩
手
の
中
高
生
に
読
ん
で
ほ
し
い
。」
と
い
う
願

い
を
込
め
て
選
り
す
ぐ
っ
た
図
書
が
、
８
つ
の
テ
ー
マ
に
わ
た
っ
て
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
や
家
庭
、
地
域
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で「
い
わ
１
０
０
」が
活

用
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
読
書
活
動
が
一
層
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
一
冊
の
本
と
の
出
会
い
が
、
人
の
生
き
方
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
こ
の「
い
わ
１
０
０
」が
、
素
敵
な
、
そ
し
て
か
け

が
え
の
な
い
本
と
の
出
会
い
を
促
す
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

教育振興運動
イメージキャラクター

「やろうよ!」「読もうよ!」とは
教育振興運動で取り組んでいる全県共
通課題「家庭学習の充実」と「読書活動
の推進」のロゴマークです。

教育振興運動とは
子ども、親、学校、地域、行政の
5者が連携を図り、地域の教育課
題を解決する岩手県独自の教育
運動です。

きょうちゃん しんちゃん

全県共通課題
「家庭学習の充実」

いわてが誇る教育振興運動

いわてが誇る教育振興運動

全県共通課題
「読書活動の推進」

「
い
わ
１
０
０
」を

岩
手
の
中
高
生
の
み
な
さ
ん
に
!!

　「
い
わ
１
０
０
」
は
、
８
つ
の
テ
ー
マ

の
下
に
１
０
０
冊
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、次
の
点
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
　「
岩
手
の
中
高
生
自
身
が
お
す
す
め

す
る
図
書
」を
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

○
　「
県
民
の
み
な
さ
ん
が
中
高
生
に
読

ん
で
ほ
し
い
図
書
」
を
反
映
さ
せ

ま
し
た
。

○
　「
本
県
出
身
の
作
家
が
執
筆
し
た
図

書
や
本
県
を
舞
台
に
し
た
作
品
」

を
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

﹇
選
書
テ
ー
マ
１
﹈

人
と
の
つ
な
が
り
・
友
情
・
愛
を
考
え
る

﹇
選
書
テ
ー
マ
２
﹈

よ
の
な
か
・
社
会
を
考
え
る

﹇
選
書
テ
ー
マ
３
﹈

こ
の
人
の
生
き
方
か
ら
学
ぶ

﹇
選
書
テ
ー
マ
４
﹈　

不
思
議
な
世
界
を
冒
険
で
き
る

﹇
選
書
テ
ー
マ
５
﹈

科
学
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
る

﹇
選
書
テ
ー
マ
６
﹈

ユ
ー
モ
ア
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

﹇
選
書
テ
ー
マ
７
﹈

読
書
の
楽
し
み
に
目
覚
め
る

﹇
選
書
テ
ー
マ
８
﹈

岩
手
県
の
作
家
・
舞
台
を
読
む
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「
い
わ
1
0
0
」を
岩
手
の
中
高
生
の
み
な
さ
ん
に
!!

﹇
選
書
テ
ー
マ
1
﹈「
人
と
の
つ
な
が
り
・
友
情
・
愛
を
考
え
る
」

□
　
　
き
み
の
友
だ
ち

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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□
　
　
に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

□
　
　
き
み
が
見
つ
け
る
物
語

□
　
　
砂
糖
菓
子
の
弾
丸
は
撃
ち
ぬ
け
な
い

□
　
　
４
T
E
E
N
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□
　
　
風
が
強
く
吹
い
て
い
る

□
　
　
塩
の
街

□
　
　
退
出
ゲ
ー
ム

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9

□
　
　
ぼ
く
は
悪
党
に
な
り
た
い

□
　
　
暗
い
と
こ
ろ
で
待
ち
合
わ
せ

□
　
　
砂
漠
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…
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…
…
…
…
…
…
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…
…
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□
　
　
ぼ
く
ら
の
七
日
間
戦
争

□
　
　
バ
ッ
テ
リ
ー

﹇
選
書
テ
ー
マ
2
﹈「
よ
の
な
か
・
社
会
を
考
え
る
」

□
　
　
18
歳
か
ら
の
マ
ナ
ー
・
ブ
ッ
ク

 ……
…
…
…
…
…
…
…
11

□
　
　「
悪
い
こ
と
」し
た
ら
、
ど
う
な
る
の
？

 ……
…
…
…
…
12

□
　
　
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
大
事
な「
カ
ネ
」の
話

□
　
　
医
療
の
こ
と
、
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

□
　
　
職
人
を
生
き
る

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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□
　
　
世
界
か
ら
貧
し
さ
を
な
く
す
30
の
方
法

□
　
　
家
を
出
る
日
の
た
め
に

□
　
　
ギ
ャ
ル
農
業

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

□
　
　
14
歳
か
ら
の
社
会
学

□
　
　
伝
え
る
力

□
　
　
世
界
を
信
じ
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド

 ……
…
…
…
…
…
…
15

□
　
　
席
を
立
た
な
か
っ
た
ク
ロ
ー
デ
ッ
ト

﹇
選
書
テ
ー
マ
3
﹈「
こ
の
人
の
生
き
方
か
ら
学
ぶ
」

□
　
　
竜
馬
が
ゆ
く

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

□
　
　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

　
仕
事
の
流
儀

 ……
…
…
…
…
17

□
　
　
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

□
　
　
瑠
璃
色
の
星

□
　
　
ボ
ク
の
音
楽
武
者
修
行

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

□
　
　
新
編 

イ
チ
ロ
ー
物
語

□
　
　
ま
だ
17
歳
だ
け
ど
、
人
生
っ
て
面
白
い
と
思
う

□
　
　
ア
ン
ネ
の
日
記

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

□
　
　
現
代
語
訳 

論
語

□
　
　
が
け
っ
ぷ
ち
ナ
ー
ス

□
　
　
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

□
　
　
五
体
不
満
足

□
　
　
約
束
の
国
へ
の
長
い
旅

﹇
選
書
テ
ー
マ
4
﹈「
不
思
議
な
世
界
を
冒
険
で
き
る
」

□
　
　
妖
怪
ア
パ
ー
ト
の
幽
雅
な
日
常

 ……
…
…
…
…
…
…
…
21

□
　
　
獣
の
奏
者

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

□
　
　
忘
れ
ら
れ
た
島

□
　
　
13
ヵ
月
と
13
週
と
13
日
と
満
月
の
夜

□
　
　
時
の
書
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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□
　
　
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝

□
　
　
モ
モ

□
　
　
ト
ム
は
真
夜
中
の
庭
で

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

□
　
　
ブ
レ
イ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー

□
　
　
西
遊
記

□
　
　
ビ
ー
バ
ー
族
の
し
る
し

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

□
　
　
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド

□
　
　
と
も
し
び
を
か
か
げ
て

45

﹇
選
書
テ
ー
マ
5
﹈「
科
学
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
る
」

□
　
　
お
も
し
ろ
く
て
も
理
科

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
26

□
　
　
へ
ん
な
い
き
も
の

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

□
　
　
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記

□
　
　
宇
宙
へ
の
秘
密
の
鍵

□
　
　
脳
の
は
た
ら
き
が
わ
か
る
本

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
28

□
　
　
生
き
た
地
球
を
め
ぐ
る

□
　
　
時
間
と
は
何
か

□
　
　
動
物
の
ヒ
ミ
ツ
51
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□
　
　
今
森
光
彦 

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

□
　
　
科
学
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る

□
　
　
空
想
科
学
読
本
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…
…
…
…
…
…
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…
…
…
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30

□
　
　
ウ
ン
コ
コ
ロ

﹇
選
書
テ
ー
マ
6
﹈「
ユ
ー
モ
ア
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
」

□
　
　
坊
っ
ち
ゃ
ん
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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□
　
　
オ
チ
ケ
ン
！
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□
　
　
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

□
　
　
フ
ラ
イ,
ダ
デ
ィ,
フ
ラ
イ

□
　
　
シ
ョ
ー
ト
・
ト
リ
ッ
プ
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…
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…
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□
　
　
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ラ
イ
フ

□
　
　
あ
ら
し
の
よ
る
に
シ
リ
ー
ズ

□
　
　
星
新
一
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト1

0
0
1
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□
　
　
お
も
し
ろ
落
語
図
書
館

□
　
　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
の
秘
密

□
　
　
鹿
男
あ
を
に
よ
し
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35

□
　
　
生
協
の
白
石
さ
ん

﹇
選
書
テ
ー
マ
7
﹈「
読
書
の
楽
し
み
に
目
覚
め
る
」

□
　
　
卵
の
緒
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

□
　
　
し
ゃ
ば
け
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…
…
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□
　
　
ミ
タ
カ
く
ん
と
私

□
　
　
レ
イ
ン
ツ
リ
ー
の
国

□
　
　
直
筆
で
読
む「
人
間
失
格
」
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□
　
　
階
段
途
中
の
ビ
ッ
グ
・
ノ
イ
ズ

□
　
　
ぼ
く
は
勉
強
が
で
き
な
い

□
　
　
夏
の
庭
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□
　
　
サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス

□
　
　
岳
物
語

□
　
　
東
京
タ
ワ
ー
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□
　
　
死
神
の
精
度

□
　
　
神
様
の
カ
ル
テ

﹇
選
書
テ
ー
マ
8
﹈「
岩
手
県
の
作
家
・
舞
台
を
読
む
」

□
　
　
イ
ギ
リ
ス
海
岸
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□
　
　
26
年
2
か
月

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
42

□
　
　
宮
澤
賢
治 

愛
の
う
た

□
　
　
屋
上
ボ
ー
イ
ズ

□
　
　
虹
色
ほ
た
る

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
43

□
　
　
銀
輪
の
覇
者

□
　
　
天
を
衝
く

□
　
　
踊
る
ジ
ョ
ー
カ
ー

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

□
　
　
村
長
あ
り
き

□
　
　
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち

□
　
　
つ
づ
き
の
図
書
館

 ……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
45

□
　
　
タ
マ
ラ
セ

県
民
お
す
す
め
図
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

「
い
わ
て
の
中
高
生
の
た
め
の
お
す
す
め
図
書
1
0
0
選（
い
わ
1
0
0
）」完
成
ま
で
の
歩
み

 …

47

「
い
わ
1
0
0
」を
手
に
す
る
中
高
生
の
み
な
さ
ん
へ

 …
…
…
…
48

図
書
館
等（
48
館
）蔵
書
情
報

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

気になる本、読んだ本、友だちにすすめたい本など、チェック欄を活用してみましょう。

※掲載図書は、中高生が手にしやすい書籍のタイプ（サイズ等）を優先して
　います。
　また、諸事情により、表紙を掲載することができない図書があります。
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いつだって、あなたがいて、私がいる。だから、「必修科目」となる。

き
み
の
友
だ
ち

に
ご
り
え
・

　
　
た
け
く
ら
べ

き
み
が

見
つ
け
る
物
語

砂
糖
菓
子
の
弾
丸
は

撃
ち
ぬ
け
な
い

八
人
の
「
き
み
」
が
奏
で
る
物
語

に
、
真
の
「
友
だ
ち
」
を
み
る
。

実
弾
が
ほ
し
い
。
自
分
で
生
活
で

き
る
力
。
本
当
の
力
。

と
び
き
り
旬

し
ゅ
ん

な
物
語
。
今
こ
そ
読

み
た
い
作
家
が
集
結
。

明
治
文
学
の
金
字
塔
。
世
代
を
超

え
語
り
継
ぐ
儚

は
か
な

く
も
切
な
い
物
語
。

　「
友
だ
ち
」
と
は
何
な
の
か
、「
み
ん

な
」
と
は
誰
な
の
か
。
誰
で
も
一
度
は

感
じ
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
気
持

ち
や
葛
藤
を
、
登
場
人
物
た
ち
が
共
有

し
て
く
れ
る
。
自
分
の
弱
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
一
冊
で
す
。
八
人
の「
き
み
」

の
中
に
あ
な
た
が
居
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
生
き
残
っ
た
子
供
だ
け
が
、
大
人
に

な
る
｜
。
中
学
生
の
な
ぎ
さ
は
、
自
分

の
こ
と
を
人
魚
だ
と
言
う
不
思
議
な

転
校
生
、
藻も
く
ず屑

と
出
会
い
ま
す
。
大
人

に
な
る
こ
と
を
戦
い
に
例
え
、
痛
み
を

抱
え
な
が
ら
生
き
る
二
人
の
心
の
複

雑
さ
は
、
多
く
の
中
高
生
が
共
感
で
き

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
本
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
短
編
が

入
っ
て
い
る
の
で
読
み
や
す
く
、
読
書

が
苦
手
な
方
で
も
楽
に
読
め
る
本
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
編
、
放
課

後
編
、
友
情
編
、
休
日
編
、
恋
愛
編
、

切
な
い
話
編
、
不
思
議
な
話
編
、
オ

ト
ナ
の
話
編
な
ど
の
計
十
種
類
の
シ

リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
気
に
な

る
本
か
ら
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て

下
さ
い
。

　
赤
い
絹
ハ
ン
ケ
チ
、
紅
葉
柄
の
友
禅

染
、
静
か
に
咲
き
ほ
こ
る
水
仙
の
花

―
。
美
し
く
、
清
ら
か
な
少
女
美み

ど

り
登
利

の
淡
い
恋
模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
、
人
を
想
う
気
持
ち
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
明
治
文
学
史
上
最
高

の
名
作
、
儚
く
も
輝
い
た
日
々
に
共
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ⓒ新潮社

ⓒ新潮社
／河出書房新社、岩波書店

ⓒ角川書店

ⓒ角川書店

重
松

　
清
／
著

桜
庭
　
一
樹
／
著

角
川
文
庫
編
集
部
／
編

樋
口
　
一
葉
／
著

人とのつながり・
友情・愛を考える

執筆： 阿部暁子、山本正子、伊澤由華、佐藤まゆ、高橋亜彩乃（選書委員）
高谷安希子、照井涼香（小グループ委員）

2

3

4 1

選
書
テ
ー
マ
１

人とのつながり・友情・愛を考える 人とのつながり・友情・愛を考える
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塩
の
街

退
出
ゲ
ー
ム

4
T
E
E
N

ぼ
く
は

　
悪
党
に
な
り
た
い

風
が
強
く

　
　
吹
い
て
い
る

暗
い
と
こ
ろ
で

　
　
待
ち
合
わ
せ

少
女
と
青
年
の
恋
が
、
崩
壊
し
ゆ

く
世
界
の
運
命
を
変
え
る
。

い
つ
で
も
自
分
に
素
直
で
い
よ
う
、

孤
独
な
人
な
ん
て
い
な
い
か
ら
。

し
が
ら
み
の
な
い
自
由
な
世
界
。

脱
出
、
解
放
、
開
け
ゴ
マ
！

「
速
く
」
よ
り
も
「
強
く
」
な
り
た

い
。
青
春
一
直
線
の
駅
伝
小
説
。

青
春
フ
ル
エ
ン
ジ
ン
、「
ハ
ル
チ

カ
」
コ
ン
ビ
の
謎
と
き
事
件
簿
！

仲
間
と
は
何
な
の
か
、
あ
な
た
自

身
の
答
え
が
見
つ
か
る
一
冊
。

　
人
体
が
塩
化
し
死
に
至
る「
塩
害
」

が
、
人
々
を
襲
う
世
界
。
塩
害
で
家
族

を
失
っ
た
真
奈
は
、
秋
庭
と
い
う
青
年

に
助
け
ら
れ
二
人
で
暮
ら
し
始
め
ま

す
が
、
や
が
て
秋
庭
は
塩
害
の
元
凶
で

あ
る
隕
石
の
破
壊
作
戦
に
赴
き
ま
す
。

明
日
の
保
証
の
な
い
世
界
で
、
大
切
な

人
の
た
め
戦
う
少
女
と
青
年
の
恋
愛

小
説
で
す
。

　
全
く
関
わ
り
の
な
か
っ
た
男
女
、

ア
キ
ヒ
ロ
と
ミ
チ
ル
が
殺
人
事
件
を

き
っ
か
け
に
引
き
合
わ
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
奇
妙
な
同
棲
生
活
の
中
で
生

き
る
事
や
孤
独
と
い
う
も
の
、
ま
た
人

と
関
わ
る
事
な
ど
を
前
向
き
に
受
け

止
め
て
い
く
姿
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
二

人
は
、
最
後
、
ど
ん
な
関
係
に
な
る
か

ド
キ
ド
キ
…
。

　
中
高
生
だ
っ
て
色
々
あ
り
ま
す
よ

ね
。
主
人
公
の
エ
イ
ジ（
十
七
歳
、
未

婚
の
母
と
異
父
弟
の
三
人
暮
ら
し
、

家
事
全
般
担
当
）
も
何
か
と
悩
め
る

日
々
。
き
っ
と「
あ
ー
わ
か
る
」
と
頷
う
な
ず

く
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
時
に

は
全
部
投
げ
出
し
た
く
な
る
け
れ
ど
、

何
と
か
が
ん
ば
っ
て
い
く
少
年
の
物

語
で
す
。

　
お
正
月
の「
箱
根
駅
伝
」
を
見
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
総
距
離
２
０
０

㎞
余
り
の
苛
酷
な
レ
ー
ス
に
挑
む
、
十

人
の
大
学
生
の
物
語
で
す
。
十
人
の
ほ

と
ん
ど
が
駅
伝
経
験
な
し
、
補
欠
も
な

し
の
無
名
チ
ー
ム
。
そ
れ
で
も
ど
こ
ま

で
も
一
生
懸
命
な
十
人
が
た
す
き
を

つ
な
い
だ
時
、
奇
跡
が
起
こ
り
ま
す
。

　
弱
小
吹
奏
楽
部
に
所
属
す
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
チ
カ
と
、
幼
な
じ
み
の

頭
脳
明
晰
だ
け
ど
ち
ょ
っ
と
情
け
な

い
ハ
ル
タ
。
吹
奏
楽
界
の
最
高
峰「
普

門
館
」
を
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
二
人

は
、
な
ぜ
か
校
内
で
起
こ
る
難
事
件
に

次
々
と
巻
き
こ
ま
れ
る
は
め
に
。
笑
え

て
じ
ん
と
く
る
吹
奏
楽
的
青
春
ミ
ス

テ
リ
ー
で
す
。

　
ナ
オ
ト
、
ダ
イ
、
ジ
ュ
ン
、
テ
ツ

ロ
ー
。
十
四
歳
、
中
学
二
年
の
同
級
生

四
人
は
、
一
人
で
は
出
来
な
い
と
思
う

事
も
四
人
の
仲
間
と
共
に
乗
り
越
え

て
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
仲
間
、

友
情
、
恋
と
は
…
。
あ
な
た
も
こ
の
四

人
と
共
に
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
青

春
を
思
い
切
り
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

ⓒアスキー・メディアワークス刊

ⓒ角川書店 ⓒ新潮社

ⓒ角川書店 ⓒ新潮社

ⓒ幻冬舎

有
川

　
浩
／
著

乙
一
／
著

笹
生
　
陽
子
／
著

三
浦

　
し
を
ん
／
著

初
野
　
晴
／
著

石
田

　
衣
良
／
著

8 5

9 6

10 7

人とのつながり・友情・愛を考える 人とのつながり・友情・愛を考える
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バ
ッ
テ
リ
ー

砂
漠

ぼ
く
ら
の

　
　
七
日
間
戦
争

も
う
す
ぐ
社
会
に
出
る

18
歳
か
ら
の
マ
ナ
ー
・
ブ
ッ
ク

友
情
や
信
頼
っ
て
、
プ
ラ
イ
ド
っ

て
、
何
だ
ろ
う
？

正
し
い
マ
ナ
ー
の
知
識
は
あ
な
た

の
自
信
と
力
に
な
り
ま
す
！

大
人
対
子
供
の
戦
い
。
熱
い
青
春

が
こ
こ
に
あ
る
。

輝
け
る
オ
ア
シ
ス
の
記
憶
は
、
砂

漠
で
も
ぼ
く
ら
を
守
る
だ
ろ
う
。

　
天
才
少
年
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
巧
と
、
彼

と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
む
同
級
生
・
豪
。

こ
れ
ま
で
の「
ス
ポ
根
」
も
の
と
は
明

ら
か
に
違
う
主
人
公
た
ち
の
成
長
を
、

と
に
か
く
最
後
ま
で
見
届
け
た
く
な

り
ま
す
。
野
球
を
知
ら
な
く
て
も
楽
し

め
る
、
児
童
書
の
枠
を
超
え
た
青
春
小

説
の
傑
作
で
す
。

　
学
校
で
の
ほ
ぼ
同
年
代
の
人
間
関
係

か
ら
社
会
人
に
な
る
と
、
世
代
を
こ
え

た
幅
広
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
社
会
人
と
し
て
自
立
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
「
自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
」と
い
っ
た
考
え
方

が
な
ぜ
通
用
し
な
い
の
か
、
身
な
り
や

挨
拶
を
注
意
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
、
と

い
っ
た
事
柄
に
著
者
が
答
え
て
く
れ
る

本
で
す
。

　
大
人
を
相
手
に
反
乱
を
起
こ
し
た

中
学
生
た
ち
の
、
七
日
間
の
大
戦
争
。

大
人
V
S
子
供
と
い
う
対
立
を
描
い

て
は
い
ま
す
が
、
読
後
感
は
さ
わ
や
か

で
す
。
刊
行
か
ら
25
年
以
上
た
っ
て
も

色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
現
役
の
中
学
生

に
も
大
人
気
。
ぜ
ひ
と
も
十
代
の
う
ち

に
出
会
っ
て
ほ
し
い
一
冊
で
す
。

　
タ
イ
ト
ル
の「
砂
漠
」
は
い
ず
れ
み

な
さ
ん
が
旅
立
つ
社
会
の
こ
と
。
こ
れ

は
砂
漠
の
手
前
で
あ
る「
オ
ア
シ
ス
」、

大
学
が
舞
台
の
お
話
で
す
。
一
生
の
仲

間
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
バ
カ
み
た
い

な
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
、
こ
い

つ
ら
と
な
ら
砂
漠
へ
出
て
も
や
っ
て

い
け
る
。
そ
ん
な
勇
気
の
出
る
物
語
で

す
。

ⓒ角川書店

ⓒ新潮社

ⓒポプラ社

ⓒ新講社

あ
さ
の

　
あ
つ
こ
／
著

多
湖
　
輝
／
著

宗
田

　
理
／
著

伊
坂

　
幸
太
郎
／
著

へ～！そうなんだ。こんな仕組みがあったんだ。

?!よのなか・
社会を考える

11

12

14 13

選
書
テ
ー
マ
２

執筆：姉帯裕子、菊池幸子（選書委員）

よのなか・社会を考える 人とのつながり・友情・愛を考える
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医
療
の
こ
と
、

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

職
人
を
生
き
る

「
悪
い
こ
と
」し
た
ら
、

ど
う
な
る
の
？

世
界
か
ら
貧
し
さ
を

な
く
す
30
の
方
法

こ
の
世
で
い
ち
ば
ん

大
事
な「
カ
ネ
」の
話

家
を
出
る

　
　
日
の
た
め
に

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ

た
、
医
療
の
世
界
が
わ
か
り
ま
す
。

最
近
、
な
ん
と
な
く
う
つ
ろ
な
気

分
の
あ
な
た
、
自
立
す
る
日
を
想

像
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

身
近
な
も
の
に
か
く
れ
て
い
る
世

界
の
事
情
。

生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
お
金
の

話
は
大
切
で
す
！

あ
な
た
の
知
ら
な
い
職
人
の
世
界

へ
ご
招
待
。

天て
ん
も
う
か
い
か
い
そ

網
恢
恢
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
ー

行
動
の
前
に
考
え
て
み
よ
う
。

　
医
師
の
ほ
か
、
看
護
師
や
救
急
救
命

士
な
ど
、
医
療
の
様
々
な
分
野
で
働
く

人
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
場
の
最
前
線

の
実
態
や
、
医
師
不
足
の
要
因
な
ど
、

医
療
に
関
す
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
岩
手
県
出
身
の

後
藤
新
平
の
偉
業
に
つ
い
て
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
お
き

た
い
一
冊
で
す
。

　
日
々
の
生
活
に
、
何
か
満
た
さ
れ
な

い
も
の
を
感
じ
る
よ
う
な
ら
、
そ
れ
は

「
自
立
し
た
い
」
と
い
う
、
あ
な
た
の

心
の
叫
び
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
り

で
生
き
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。
確
か
な
充
実
感
を
得
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
が
、
こ
こ
か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
自
分
の
暮
ら
し
と
世
界
の
人
々
や

環
境
と
関
連
付
け
て
想
像
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
食
べ
物
や
衣
服
が

安
く
手
に
入
る
仕
組
み
の
中
に
、
人
身

売
買
が
介
在
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
、
あ
る
い
は
産
地
の
環
境
を
悪
化
さ

せ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
…
。
執
筆
者

の
方
々
が
目
に
し
た
世
界
各
地
の
現

状
を
知
る
こ
と
が
、
世
界
の
豊
か
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
本
で
著
者
は
お
金
と
生
き
る

こ
と
が
、
い
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か

を
き
れ
い
ご
と
で
は
な
く
訴
え
て
い

ま
す
。
友
人
や
身
内
の
不
幸
、
美
術
大

学
で
の
実
体
験
を
も
と
に
書
か
れ
て

い
る
の
で
、
非
常
に
臨
場
感
が
あ
り
ま

す
。
時
に
迫
力
あ
る
表
現
が
あ
り
ま
す

が
、
自
分
の
生
活
と
お
金
と
の
関
わ

り
、
お
金
を
ど
こ
か
ら
得
て
、
ど
の
位

必
要
か
考
え
て
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
就
職
難
の
た
め
、
職
人
に
憧
れ
る

人
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
る

昨
今
で
す
が
、
で
は
、
職
人
に
な
る
に

は
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
実
際
の
仕
事
の
様
子
や
、

職
人
と
し
て
働
く
人
た
ち
の
本
音
が

リ
ア
ル
に
語
ら
れ
、
職
人
に
限
ら
ず
、

社
会
人
に
な
る
上
で
大
切
な
教
訓
も

し
っ
か
り
伝
授
し
て
く
れ
ま
す
。

　
少
年
が
起
こ
し
た
事
件
は「
少
年
法
」

に
よ
っ
て
非
公
開
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
者
や
そ
の
家
族
に
も
事
件
の
詳
細

は
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
。
で
は
仮
に
少
年

が
殺
人
を
犯
し
て
も「
死
刑
」
に
は
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
一
定
期
間
、

更
生
施
設
に
い
れ
ば
犯
し
た
罪
は
消
え

る
の
で
し
ょ
う
か
？
成
人
に
な
る
前
に

「
悪
い
こ
と
」の
そ
の
後
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

※
悪
事
を
行
う
と
必
ず
捕
ら
え
ら
れ
、
天
罰
を

受
け
る
と
い
う
こ
と
。

ⓒ岩波書店

ⓒ岩波書店

ⓒ合同出版

山
岡

　
淳
一
郎
／
著

辰
巳
　
渚
／
著

田
中
優
、
樫
田
秀
樹
、
マ
エ
キ
タ
ミ
ヤ
コ
／
編

西
原

　
理
恵
子
／
著

鮫
島
　
敦
／
著

藤
井

　
誠
二
／
著
、
武
富

　
健
治
／
漫
画

18 15

19 16

20 17

よのなか・社会を考える よのなか・社会を考える

※
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伝
え
る
力

世
界
を
信
じ
る

　
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド

ギ
ャ
ル
農
業

席
を
立
た
な
か
っ
た

ク
ロ
ー
デ
ッ
ト

14
歳
か
ら
の
社
会
学

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
君
に

物
事
の
本
質
を
理
解
し
て
、
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
相
手
に
向
お
う
。

差
別
は
ど
こ
に
で
も
、
い
つ
で
も

起
こ
り
う
る
。

本
当
に
知
り
た
か
っ
た
答
え
が
、

き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
。

人
類
の
未
来
に
も
か
か
わ
る
、
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
連
続
で
、
勇
気
が

出
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
。

　
多
方
面
で
活
躍
中
の
著
者
が
解
説

し
、
自
分
の
思
い
を
他
者
に
伝
え
る
秘

訣
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
池
上
さ
ん
が

今
ま
で
実
践
し
て
き
た
こ
と
や
、
芸
能

人
の
ケ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
具
体
例

を
挙
げ
て
語
っ
て
く
れ
ま
す
。
他
人
に

自
分
の
考
え
を
う
ま
く
伝
え
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
と
は
？
今
か
ら
少
し

ず
つ
実
践
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
ア
メ
リ
カ
南
部
の
町
モ
ン
ト
ゴ
メ

リ
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
も
根
強
い

人
種
差
別
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
市
営

バ
ス
の
座
席
も
白
人
と
黒
人
に
分
け

ら
れ
、
黒
人
の
誰
も
が
憤
り
を
感
じ
て

い
た
の
で
す
が
、
逮
捕
や
報
復
を
恐
れ

黙
っ
て
従
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
不

尽
さ
に
声
を
上
げ
た
の
が
、
当
時
高
校

生
の
ク
ロ
ー
デ
ッ
ト
で
す
。
彼
女
の
行

動
が
、
後
の
法
改
正
に
繋
が
り
大
き
な

足
跡
を
残
す
の
で
す
が
…
。
あ
な
た
の

身
の
回
り
に
も
差
別
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
日
々
変
化
し
て
い
く
世
の
中
を
、
私

た
ち
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
。
本
当
の

自
由
と
は
、
理
想
と
現
実
の
違
い
と
は

何
な
の
か
。
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な

い
社
会
学
の
知
識
が
、
ふ
ん
だ
ん
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
先
が
読
め
な
い

現
代
社
会
を
賢
く
生
き
抜
く
た
め
に
、

こ
の
本
で
免
疫
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
か
す
る
と
、
あ
な
た
は
メ
デ
ィ

ア
に
洗
脳
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
、
今
や
私
た

ち
の
日
常
生
活
に
、
必
要
不
可
欠
と

な
っ
た
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
。
そ
の
知
ら

れ
ざ
る
実
態
を
解
き
明
か
し
、
上
手
な

付
き
合
い
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
読

ん
だ
後
、
世
界
が
違
っ
て
見
え
ま
す

よ
。

　
十
九
歳
で
渋
谷
に
会
社
を
起
こ
し
、

自
ら
の
ポ
リ
シ
ー
で
あ
る「
ギ
ャ
ル
」

に
革
命
を
も
た
ら
し
た
、
著
者
の
体
験

記
で
す
。
様
々
な
試
練
に
立
ち
向
か
い

な
が
ら
も
、
信
念
の
も
と
に
突
き
進

む
、
次
な
る
彼
女
の
目
的
と
は
｜
。
世

の
中
、
学
校
の
勉
強
だ
け
が
全
て
で
は

な
い
の
で
す
。

ⓒPHP研究所

ⓒ中央公論新社

ⓒ汐文社 ⓒ世界文化社

池
上

　
彰
／
著

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ー
ス
／
著
、
渋
谷
弘
子
／
訳

宮
台

　
真
司
／
著

森
　
達
也
／
著

藤
田

　
志
穂
／
著

24 21

25 22

23

15

中
高
生

小
グ
ル
ー
プ
委
員
会

「
い
わ
１
〇
〇
」に
中
高
生
の
声
を
反
映
さ

せ
、
選
書
委
員
に
よ
る
選
書
作
業
を
補
う

こ
と
を
目
的
に
全
三
回
実
施
し
ま
し
た
。

高
校
生
A
私
た
ち
中
高
生
の
視
点

に
立
っ
て
、
等
身
大
の
思
い
を
選

書
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

中
学
生
A
そ
の
中
か
ら
、
最
終
的
に

十
七
冊
の
図
書
が「
い
わ
１
０
０
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
B
中
高
生
の
垣
根
を
越
え

て
、
本
好
き
な
人
た
ち
に
囲
ま
れ

た
素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

よのなか・社会を考える よのなか・社会を考える

県
民

お
す
す
め
図
書
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竜
馬
が
ゆ
く

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

仕
事
の
流
儀2

0
0
8
-2
0
0
9

 

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

特
攻
隊
員
た
ち
が
遺の

こ

し
た
最
後
の
言
葉

宇
宙
か
ら
伝
え
る
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

瑠る

り

い

ろ

璃
色
の
星

た
く
さ
ん
の
人
々
と
の
出
会
い
が
、

竜
馬
を
英
雄
へ
と
押
し
上
げ
た
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
伝
え
る

「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」

あ
き
ら
め
ず
に
願
っ
て
い
る
と
夢

は
か
な
う
も
の
で
あ
る
。

戦
争
に
青
春
時
代
を
奪
わ
れ
て
も
、

未
来
を
信
じ
る
言
葉
が
遺
さ
れ
た
。

　
維
新
期
の
英
雄
坂
本
竜
馬
。
そ
の
竜

馬
も
、
生
ま
れ
つ
き
英
雄
だ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
と
の
出

会
い
の
中
で
、
魅
力
を
磨
き
あ
げ
、
英

雄
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
遠
い
海

の
彼
方
へ
思
い
を
馳
せ
、
希
望
に
満
ち

た
未
来
の
日
本
の
形
を
夢
想
し
な
が

ら
も
、
一
人
の
男
と
し
て
恋
も
し
、
人

間
関
係
に
悩
み
も
し
ま
す
。
司
馬
遼
太

郎
が
丹
念
に
た
ど
っ
た
竜
馬
の
生
涯
。

竜
馬
の
成
長
と
一
緒
に
、
読
者
も
心
の

成
長
を
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
最
前
線
で
活

躍
す
る
一
流
の
プ
ロ
た
ち
。
自
分
流
の

仕
事
術
や
発
想
法
、
ど
ん
底
を
く
ぐ
り

抜
け
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
熱
く

語
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
一
人
一
人
の
真
摯
な
考
え
方
や
生

き
方
か
ら
、
き
っ
と「
自
分
も
が
ん
ば

ろ
う
」と
思
え
る
一
冊
で
す
。

　
宇
宙
に
行
く
夢
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
り
続
け
た
十
一
年
。
つ
い
に
、
そ
の

夢
を
か
な
え
た
宇
宙
飛
行
士
の
山
崎

直
子
さ
ん
。
そ
の
山
崎
さ
ん
が
、
宇
宙

か
ら
、
人
間
だ
け
が
も
つ「
不
思
議
だ

と
思
う
心
」
と「
夢
に
向
か
っ
て
あ
き

ら
め
な
い
で
進
む
こ
と
」を
大
切
に
し

て
欲
し
い
と
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
ま

す
。

　
知
覧
の
美
し
い
海
か
ら
、
再
び
還

る
こ
と
の
な
い
出
撃
を
前
に
残
さ
れ

た
、
若
者
た
ち
の
手
紙
。
十
八
歳
か
ら

二
十
九
歳
ま
で
と
い
う
、
青
春
真
っ
只

中
の
は
ず
の
若
者
が
、
命
を
賭
け
て
、

家
族
を
、
こ
の
国
の
未
来
を
守
ろ
う
と

し
ま
し
た
。
個
人
で
は
逆
ら
い
き
れ
な

い
戦
争
と
い
う
暴
力
に
直
面
し
、
決
し

て
諦あ

き
ら

め
ず
、
自
分
た
ち
の
死
の
先
に
あ

る
希
望
を
見
つ
め
て
い
た
若
者
た
ち

の
言
葉
は
、
今
あ
る
命
を
宝
物
だ
と
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ⓒ文藝春秋刊

ⓒポプラ社

ⓒ草思社

ⓒ世界文化社

司
馬

　
遼
太
郎
／
著

N
H
K
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
制
作
班
／
編

山
崎
　
直
子
／
著

知
覧
特
攻
平
和
会
館
／
編

生きるヒントがここにある。

この人の
生き方から学ぶ

27

28

29 26

選
書
テ
ー
マ
３

執筆：阿部幸子副委員長、松田素子、高橋亜彩乃（選書委員）

この人の生き方から学ぶ この人の生き方から学ぶ
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ア
ン
ネ
の
日
記

　
　
　
　
　

増
補
新
訂
版

現
代
語
訳 

論
語

新
編 

イ
チ
ロ
ー
物
語

が
け
っ
ぷ
ち
ナ
ー
ス

　
　
が
ん
と
と
も
に
生
き
る

ま
だ
17
歳
だ
け
ど
、

人
生
っ
て
面
白
い
と
思
う

希
望
と
祈
り
の
言
葉
｜
隠
れ
家
で

記
し
続
け
た
平
和
へ
の
思
い

突
然
、死
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ

て
も
、
や
っ
ぱ
り
輝
い
て
い
た
い
。

本
県
出
身
の
作
者
が
語
り
か
け
る

「
あ
り
の
ま
ま
の
強
さ
」
と
は
。

古
典
中
の
古
典
が
生
き
る
ヒ
ン
ト

を
教
え
て
く
れ
る
。

不
滅
の
大
記
録
達
成
ま
で
の
道
の

り
を
少
年
時
代
か
ら
た
ど
る
。

　
十
三
歳
の
誕
生
日
に
父
親
か
ら
贈

ら
れ
た
日
記
帳
に
、
十
五
歳
に
な
っ
た

八
月
一
日
ま
で
の
思
い
が
綴
ら
れ
ま

す
。
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い

う
だ
け
で
、
ナ
チ
ス
に
怯お

び

え
な
が
ら
隠

れ
家
に
暮
ら
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
少
女
は
、
い
つ
か
戦
争
が
終

わ
っ
た
時
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
し

て
、
日
記
を
書
き
続
け
ま
し
た
。
最
後

ま
で
希
望
の
言
葉
が
記
さ
れ
続
け
る
少

女
の
日
記
は
、
平
和
と
生
の
尊
さ
を
、

私
達
に
強
く
訴
え
か
け
て
き
ま
す
。

　
不
幸
は
い
つ
も
他
人
の
も
の
で
、

自
分
に
ふ
り
か
か
る
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

自
分
が
病
気
に
な
る
と
、「
な
ぜ
自
分

が
…
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。
誰
も
が
そ

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
橋
梨
香（
旧

姓
山
内
）
さ
ん
も
、
そ
ん
な
普
通
の
女

性
で
す
。
三
十
歳
で
が
ん
と
付
き
合
い

始
め
、
死
の
恐
怖
や
治
療
の
辛
さ
と
戦

う
数
年
。
周
囲
の
人
々
の
優
し
さ
、
生

き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
挑
戦
を
や

め
な
い
心
の
輝
き
。
読
む
人
を
励
ま
し

て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

　
こ
の
障
が
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今

の
自
分
が
こ
こ
に
い
る
、
人
生
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
…
。
自
分
の
障
が
い

と
真
剣
に
向
き
合
い
、
常
に
前
進
し
て

き
た
大
起
さ
ん
。
彼
の
強
さ
の
秘
訣
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
本
を
読
み

終
え
た
と
き
、
自
分
の
生
き
方
を
改
め

て
見
直
し
た
く
な
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　
教
科
書
で
学
ぶ『
論
語
』
と
は
違
っ

た
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
孔
子
の
温
か
く
、
刺
激
的
で
、
と

き
に
は
厳
し
く
、
と
き
に
は
ユ
ー
モ
ア

が
漂
う
一
言
一
言
は
、
現
代
の
私
た
ち

に
、
人
と
し
て
生
き
る
心
構
え
を
示
し

て
い
ま
す
。
現
代
語
訳
で
分
か
り
や
す

く
、
入
門
書
と
し
て
お
薦
め
の
一
冊
で

す
。

　
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、
な
ぜ
あ
れ
だ
け

の
大
記
録
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
本
に
描
か
れ
て
い
る

少
年
時
代
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
答
え

が
解
き
明
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。「
自

分
の
夢
を
実
現
で
き
る
人
は
、
努
力
で

き
る
天
才
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
、

改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
一
冊
で
す
。

ⓒ文藝春秋刊

ⓒ筑摩書房 ⓒ中央公論新社

ⓒ飛鳥新社 ⓒポプラ社

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
／
著
、
深
町
眞
理
子
／
訳

山
内
　
梨
香
／
著

岩
渕

　
大
起
／
著

齋
藤
　
孝
／
著

佐
藤

　
健
／
著

ボ
ク
の

　
音
楽
武
者
修
行

純
粋
な
情
熱
と
果
敢
な
行
動
力
が

世
界
に
通
じ
る
道
を
拓
く
。

　
世
界
的
に
有
名
な
指
揮
者
・
小
澤

征
爾
さ
ん
が
、
二
十
四
歳
の
時
に
、
自

分
の
音
楽
を
求
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ア
メ
リ
カ
を
ス
ク
ー
タ
ー
で
旅
し
た

二
年
半
の
記
録
。
音
楽
と
い
う
果
て
し

な
い
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
、
が
む
し
ゃ

ら
に
突
き
進
む
著
者
の
鼓
動
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
な
、
み
ず
み
ず
し
い
青

春
の
書
で
す
。

ⓒ新潮社

小
澤

　
征
爾
／
著

33 30

34 31

35 32

この人の生き方から学ぶ この人の生き方から学ぶ
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五
体
不
満
足

約
束
の
国
へ
の

　
　
　
　
長
い
旅

妖
怪
ア
パ
ー
ト
の

　
　
　
幽
雅
な
日
常

普
通
の
高
校
生
活
と
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
ア
パ
ー
ト
の
下
宿
生
活
。

一
人
の
外
交
官
の
信
念
と
愛
に
よ
っ

て
、
命
の
ビ
ザ
は
発
行
さ
れ
た
。

「
自
由
」
と
は
、
困
難
に
挑
戦
す
る

心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。

　
両
親
の
死
後
、
親
戚
に
世
話
に
な
っ

て
い
た
夕
士
君
。
早
く
自
立
し
た
い
と

高
校
入
学
と
同
時
に
縁
あ
っ
て
妖
怪

ア
パ
ー
ト
に
入
居
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
の
は
人
や
妖
怪
。
登
場
人
物

（
？
）
は
多
種
多
様
で
す
が
、
夕
士
君

が
持
つ
疑
問
は
多
く
の
中
高
校
生
の

み
な
さ
ん
と
共
通
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
物
語
の
中
で
夕
士
君
を

支
え
る
人
々
や
妖
怪
に
励
ま
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
九
四
〇
年
夏
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
日

本
領
事
館
に
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
助

け
を
求
め
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
ナ
チ
ス
に
迫
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人

難
民
が
救
わ
れ
る
た
め
に
は
、
日
本
を

通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
・

ド
イ
ツ
・
ソ
ビ
エ
ト
の
圧
力
に
負
け

ず
、
信
念
に
従
っ
て
ビ
ザ
を
発
行
し
た

杉
原
千ち

う
ね畝
。
人
と
し
て
本
当
に
大
切
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
一
冊
。

　
人
間
に
と
っ
て「
真
の
自
由
」
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。
手
と
足
を
持
た
ず
に

生
ま
れ
つ
い
た
乙
武
さ
ん
は
、「
障
が

い
を
盾
に
逃
げ
る
こ
と
の
な
い
、
強
い

子
に
育
て
る
」と
い
う
教
育
方
針
の
家

庭
で
育
ち
、
時
に
わ
が
ま
ま
に
な
っ
た

り
、
偏
見
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
り

し
な
が
ら
、「
自
分
が
で
き
る
こ
と
」

「
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
を
問

い
か
け
、「
ど
う
生
き
て
い
く
か
」
を

考
え
ま
す
。
自
分
の
生
き
方
を
ふ
り
返

る
き
っ
か
け
を
く
れ
る
一
冊
で
す
。

ⓒ講談社

ⓒリブリオ出版ⓒ講談社

香
月
　
日
輪
／
著

篠
　
輝
久
／
著

乙
武

　
洋
匡
／
著

不思議な
世界を冒険できる

わくわくドキドキ！～空想（ゆめ）の世界で遊びたい～

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

世
界
の
も
っ
と
も
貧
し
い
人
々
を
た
す
け
た
、

〝
神
の
愛
の
宣
教
者
会
〞の
修
道
女

限
り
な
い
愛
の
奉
仕
ー
現
代
の
も
っ

と
も
人
道
的
な
行
為
を
伝
え
る
。

　
貧
し
い
人
を
助
け
た
い
と
い
う
一

念
で
、
一
人
で
街
に
出
た
マ
ザ
ー
・
テ

レ
サ
。
小
さ
な
こ
と
で
も
、
出
来
る
こ

と
か
ら
一
つ
一
つ
始
め
る
姿
に
、
心
を

打
た
れ
ま
す
。
彼
女
の
献
身
に
多
く
の

人
々
が
心
を
動
か
さ
れ
、
協
力
の
輪
が

ど
ん
ど
ん
広
が
り
ま
す
。
人
間
の
素
晴

ら
し
さ
を
語
り
、
希
望
を
与
え
て
く
れ

る
一
冊
。

ⓒ偕成社

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
グ
レ
イ
／
著
、
橘
高
弓
枝
／
訳

36

37

39 38

選
書
テ
ー
マ
４

執筆：姉帯裕子、嶋田ひろ子、高橋亜彩乃（選書委員）
髙橋　遥、藤澤陽太（小グループ委員）

不思議な世界を冒険できる この人の生き方から学ぶ

県
民

お
す
す
め
図
書
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13
ヵ
月
と
13
週
と

13
日
と
満
月
の
夜

時
の
書
（
全
３
巻
）

獣
の
奏
者

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー

と
死
の
秘
宝

忘
れ
ら
れ
た
島

ノ
ー
チ
ラ
ス
号
の
冒
険

モ
モ

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
読
後
は
、

き
っ
と
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
。

「
時
間
」
の
意
味
に
、
た
っ
た
一
人

の
女
の
子
が
立
ち
向
か
う
。

世
界
中
を
熱
狂
さ
せ
た
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
、
こ
こ
に
堂
々
完
結
。

伝
説
の
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
が
よ
み
が

え
っ
た
。
壮
大
な
海
洋
冒
険
物
語
。

時
空
の
ど
こ
か
に
囚
わ
れ
た
父
を

救
え
！

生
き
物
へ
の
ま
っ
す
ぐ
な
愛
、
勇

気
と
希
望
の
わ
く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

　
転
校
生
の
メ
レ
デ
ィ
ス
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
カ
ー
リ
ー
に
打
ち
明
け
た

の
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。
自

分
は
老
婆
の
姿
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、

実
は
カ
ー
リ
ー
と
同
じ
十
二
歳
の
少

女
な
の
だ
、
と
。
魔
女
に
姿
を
変
え
ら

れ
た
と
い
う
の
で
す
。
カ
ー
リ
ー
は
一

計
を
案
じ
、
魔
術
を
解
こ
う
と
す
る
の

で
す
が
…
。
少
し
怖
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
最
後
ま
で
目
が
離
せ
な
い
一
冊

で
す
。

　
澄
ん
だ
黒
い
瞳
を
も
つ
小
さ
な
女

の
子
、
モ
モ
。
彼
女
は「
時
間
の
花
」を

め
ぐ
る
物
語
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
果
た
し
て
、
モ
モ
は
時
間
ど

ろ
ぼ
う
か
ら
人
々
の
時
間
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
｜
。

本
当
の「
時
間
」の
意
味
と「
幸
せ
」を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
一
冊
で
す
。

　
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ（
全

７
巻
）
は
、
単
な
る
魔
法
の
物
語
で
は

な
く
、
ハ
リ
ー
や
、
そ
の
仲
間
の
友
情

や
、
勇
敢
な
行
動
で
、
読
ん
で
い
る
人

に
勇
気
を
与
え
た
り
、
友
情
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
何
巻
も

あ
る
長
編
で
す
が
、
お
も
し
ろ
く
て
、

読
み
や
す
い
の
で
、
ぜ
ひ
、
読
ん
で
み

て
下
さ
い
。

　
十
六
歳
の
マ
イ
ク
は
幼
い
こ
ろ
に

両
親
と
死
別
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
寄
宿
学

校
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

休
暇
に
親
友
パ
ウ
ル
の
父
か
ら
ド
イ

ツ
軍
艦
に
招
待
さ
れ
ま
す
が
、
同
じ
寮

の
友
人
た
ち
と
軟
禁
状
態
に
置
か
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
パ
ウ
ル
の
父
が
知
り

た
が
っ
て
い
る
秘
密
と
は
？
ジ
ュ
ー

ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の『
海
底
二
万
里
』
を

基
に
描
か
れ
た
壮
大
な
海
洋
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
で
す
。

　
母
の
死
後
、
古
書
店
を
営
ん
で
い
た

父
が
突
然
行
方
不
明
に
。
主
人
公
サ
ム

は
古
書
店
の
中
に
父
の
行
方
の
手
が

か
り
を
求
め
、
秘
密
の
小
部
屋
を
発
見

し
ま
す
。
革
製
の
赤
い
本
、
古
び
た
コ

イ
ン
、
そ
し
て
太
陽
の
絵
が
彫
刻
さ
れ

た
魔
法
の
石
碑
。
そ
れ
が
過
酷
な
タ
イ

ム
ト
ラ
ベ
ル
の
始
ま
り
に
な
っ
た
の

で
し
た
。
時
空
を
超
え
る
冒
険
を
ス
リ

ル
と
共
に
味
わ
え
る
一
冊
で
す
。

　
闘と

う
だ
し
ゅ
う

蛇
衆
の
子
エ
リ
ン
が
医
術
師
と

し
て
成
長
す
る
物
語
。
波
乱
万
丈
の
人

生
の
中
で
、
人
と
し
て
一
番
大
事
な
も

の
を
求
め
続
け
て
い
く
姿
に
共
感
し

ま
す
。
生
き
物
の
本
来
の
生
き
方
と
本

性
の
違
い
を
知
り
、
共
生
し
て
い
く
こ

と
の
難
し
さ
と
尊
さ
。
現
代
の
ペ
ッ
ト

ブ
ー
ム
へ
の
警
鐘
？

　
続
編
も
出
て

い
ま
す
。

ⓒ求龍堂刊

ⓒくもん出版 ⓒ講談社

ⓒ静山社 ⓒ創元社

ⓒ岩波書店

ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー
／
著
、
金
原
瑞
人
／
訳

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
／
著
、
大
島
か
お
り
／
訳

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
ク
・
ホ
ー
ル
バ
イ
ン
／
著

平
井

　
吉
夫
／
訳

ギ
ヨ
ー
ム
・
プ
レ
ヴ
ォ
ー
／
著
、
伊
藤
直
子
／
訳

建
石
修
志
／
装
画
・
挿
絵

J
・
K
・
ロ
ー
リ
ン
グ
／
著
、
松
岡
佑
子
／
訳

ダ
ン
・
シ
ュ
レ
シ
ン
ジ
ャ
ー
／
絵

上
橋

　
菜
穂
子
／
著

43 40

44 41

45 42

不思議な世界を冒険できる 不思議な世界を冒険できる

﹇
①
彫
刻
さ
れ
た
石
　
②
七
枚
の
コ
イ
ン 

　
③
黄
金
の
環
﹈
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西
遊
記

ビ
ー
バ
ー
族
の

　
　
　
　
し
る
し

ト
ム
は

　
真
夜
中
の
庭
で

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド

ブ
レ
イ
ブ
・

　
　
　
ス
ト
ー
リ
ー

と
も
し
び
を

　
　
　
か
か
げ
て

ス
ト
レ
ス
発
散
作
用
が
あ
る
冒
険

物
語
。
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

戦
い
と
苦
悩
の
末
に
歴
史
が
作
ら

れ
、
人
生
も
つ
む
が
れ
て
い
く
。

パ
ズ
ル
や
謎
解
き
、
パ
リ
の
景
観

も
楽
し
め
る
ミ
ス
テ
リ
ー
。

僕
は
、
運
命
を
変
え
て
み
せ
る
。

家
族
と
の
平
穏
な
生
活
に
改
め
て

気
づ
き
、
愛
と
勇
気
を
も
ら
え
る
。

単
調
な
毎
日
に
退
屈
し
て
、
刺
激

が
ほ
し
い
あ
な
た
に
お
す
す
め
。

　
イ
ン
ド
へ
経
典
を
取
り
に
行
く
三

蔵
法
師
、
孫
悟
空
と
仲
間
の
有
名
な

冒
険
物
語
。
知
っ
て
い
る
だ
け
に
、
活

字
で
読
む
醍
醐
味
が
味
わ
え
ま
す
。
道

中
、
次
々
に
起
こ
る
難
題
、
妖
怪
毒
魔

の
攻
撃
に
、
妖
術
を
使
っ
て
挑
む
活
劇

が
、
心
を
躍
ら
せ
ま
す
。
最
後
ま
で
気

の
抜
け
な
い
壮
大
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
サ
ク
ソ
ン
軍
の
襲
撃
で
家
族
を
失

い
、
絶
望
の
中
で
勇
気
と
誇
り
を
失
わ

ず
生
き
ぬ
い
て
い
く
兵
士
ア
ク
イ
ラ

の
正
義
感
と
強
い
心
に
打
た
れ
ま
す
。

ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
、
意
志
を
貫
き
生

き
る
厳
し
さ
と
人
間
愛
の
美
し
さ
、
特

に
ア
ク
イ
ラ
の
家
族
に
対
す
る
思
い

の
強
さ
に
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
館
長
が
死
体

で
発
見
さ
れ
る
。
謎
を
追
っ
て
、
パ
リ

周
辺
の
現
存
す
る
建
物
を
主
人
公
と

一
緒
に
め
ぐ
っ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚

と
ス
ピ
ー
ド
感
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
秘

密
と
謎
解
き
、同
時
に
歴
史
や
宗
教
、伝

説
を
別
角
度
か
ら
見
る
面
白
さ
を
味
わ

え
ま
す
。

　
魅
力
的
な
登
場
人
物
た
ち
が
、
理
不

尽
な
世
界
の
中
で
、
精
一
杯
生
き
る
こ

と
や
運
命
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
教

え
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
で

す
。
巧
妙
な
書
き
方
で
私
た
ち
読
者
を

異
世
界「
幻
界(

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン)

」
の
独

創
的
な
雰
囲
気
に
捉
え
て
離
さ
な
い

作
者
に
乾
杯
で
す
。

　
大
自
然
の
中
に
一
人
残
さ
れ
た

マ
ッ
ト
が
恐
怖
と
孤
独
の
中
で
生
き

て
い
く
物
語
。
命
を
救
っ
て
く
れ
た
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
か
ら
自
然
と
共
に
生
き

る
知
恵
を
教
え
ら
れ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

の
少
年
と
の
心
の
交
流
と
別
れ
を
経

て
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
の
シ
ー
ン
は
胸
が
き
っ
と
熱
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
親
戚
の
う
ち
で
休
暇
を
過
ご
す
ト

ム
は
、
真
夜
中
に
謎
の
時
を
打
つ
古
時

計
に
導
か
れ
、
夢
と
現
実
の
間
を
往
復

す
る
体
験
を
し
ま
す
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
時
代
の
少
女
と
の
友
情
や「
時
」
を

旅
す
る
好
奇
心
と
感
動
が
生
き
生
き

と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
田

舎
の
情
景
も
鮮
や
か
に
見
え
て
き
そ

う
で
す
。

ⓒ岩波書店
／ポプラ社

ⓒあすなろ書房 ⓒ岩波書店

ⓒ角川書店 ⓒ角川書店

ⓒ岩波書店

呉
　
承
恩
／
著
、
中
野
美
代
子
／
訳

ロ
ー
ズ
マ
リ
・
サ
ト
ク
リ
フ
／
著
、
猪
熊
葉
子
／
訳

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
著
、
越
前
敏
弥
／
訳

宮
部

　
み
ゆ
き
／
著

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ピ
ア
／
著
、
こ
だ
ま
と
も
こ
／
訳

フ
ィ
リ
パ
・
ピ
ア
ス
／
著
、
高
杉
一
郎
／
訳

49 46

50 47

51 48

不思議な世界を冒険できる 不思議な世界を冒険できる

県
民

お
す
す
め
図
書

※「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」の
呼
称
は
訳
者
の
意
図
を

尊
重
し
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。
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お
も
し
ろ
く
て
も
理
科

へ
ん
な
い
き
も
の

フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記

宇
宙
へ
の
秘
密
の
鍵

走
行
中
の
電
車
内
で
跳
ん
で
も
、
も
と

の
床
に
着
地
で
き
ち
ゃ
う
の
は
な
ぜ
?

僕
の
ペ
ッ
ト
、
豚
の
フ
レ
デ
ィ
が
消
え

た
!
ジ
ョ
ー
ジ
の
冒
険
が
は
じ
ま
る
。

昆
虫
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
。
つ
ぶ

さ
な
観
察
あ
っ
て
の
細
や
か
な
描
写
。

ホ
ン
ト
に
い
る
の
か
?
こ
ん
な
へ
ん
な

の
。
目
を
見
張
る
姿
の
生
物
ば
か
り
。

　
理
科
に
疎
い
人
を
対
象
に
想
定
し
、

軽
妙
な
書
き
ぶ
り
で
慣
性
の
法
則
、
時

間
、
食
中
毒
、
海
辺
の
生
き
物
な
ど
を

説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
漫
画
家
の
西
原

理
恵
子
さ
ん
に
よ
る
毒
舌
な
挿
絵
が

と
に
か
く
笑
え
ま
す
。
光
村
図
書
の
中

学
校
国
語
教
科
書
の「
中
学
生
に
す
す

め
た
い
百
冊
」に
も
含
ま
れ
て
い
る
本

で
す
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
次
ぐ
優
れ

た
宇
宙
物
理
学
者
と
し
て
高
名
な

ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
。
こ
の
本
は
娘
さ
ん

と
の
共
著
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
三
部
作
の
第
一
作
目
で
す
。

物
語
に
な
っ
て
お
り
、
主
人
公
ジ
ョ
ー

ジ
の
冒
険
を
楽
し
み
な
が
ら
宇
宙
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
フ
ァ
ー
ブ
ル
が
学
者
と
し
て
の
熱

意
と
温
か
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て「
フ

ン
コ
ロ
ガ
シ
」
や「
フ
シ
ダ
カ
バ
チ
」

な
ど
、
昆
虫
の
生
態
を
つ
ぶ
さ
に
観
察

し
て
い
る
こ
と
が
文
章
か
ら
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
観
察
を
通
し
て
浮
か
び
上

が
っ
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
試

み
る
実
験
に
も
、
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　
生
物
の
図
鑑
で
す
。
一
見
写
真
の
よ

う
に
リ
ア
ル
な
絵
が
添
え
ら
れ
て
お

り
、
口
し
か
な
い
生
物
や
滑
稽
な
姿
の

生
物
に
ま
ず
驚
嘆
し
ま
す
。
見
開
き
に

は
生
息
環
境
や
生
態
な
ど
詳
し
い
解

説
が
つ
い
て
い
ま
す
。
続
刊
も
あ
り
、

地
球
上
に
こ
ん
な
未
知
の
生
物
が
存

在
し
て
い
る
の
か
と
思
い
知
ら
さ
れ

ま
す
。

ⓒ講談社

ⓒ新潮社

ⓒ講談社

ⓒ岩崎書店

清
水

　
義
範
／
著

西
原
理
恵
子
／
絵

ル
ー
シ
ー
・
ホ
ー
キ
ン
グ
、ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
／
著

さ
く
ま
ゆ
み
こ
／
訳

ジ
ャ
ン
・
ア
ン
リ 

フ
ァ
ー
ブ
ル
、ケ
ビ
ン
シ
ョ
ー
ト
／
著

早
川
　
い
く
を
／
著

寺
西
　
晃
／
絵

ようこそ！サイエンス・ワールドへ。

科学の魅力を
教えてくれる

53

54

55 52

選
書
テ
ー
マ
５

執筆：菊池幸子、立花律子（選書委員）
中村廉志（小グループ委員）

科学の魅力を教えてくれる 科学の魅力を教えてくれる
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時
間
と
は
何
か

飼
育
係
が
見
た

動
物
の
ヒ
ミ
ツ
51

脳
の
は
た
ら
き
が

　
　
　
　
わ
か
る
本

今
森
光
彦

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
世
界
の
昆
虫
」

生
き
た

　
　
地
球
を
め
ぐ
る

科
学
の
扉
を

　
　
　
ノ
ッ
ク
す
る

「
時
間
が
な
い
」
と
言
っ
て
い
る

あ
な
た
に
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い
。

科
学
の
扉
を
叩
い
て
開
け
た
そ
の

中
に
こ
ん
な
人
達
が
佇

た
た
ず

ん
で
い
た
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
、
幻
想

的
な
昆
虫
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

い
つ
の
日
か
、
自
分
の
目
で
見
て

感
じ
て
ほ
し
い
。

動
物
園
の
楽
し
み
方
が
変
わ
り
ま

す
。

目
や
耳
で
、
脳
が
感
じ
る
か
ら
こ

そ
、
世
界
が
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
日
々
、
時
間
を
意
識
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

改
め
て
時
間
と
は
何
か
と
言
わ
れ
る

と
、
答
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

な
ぞ
や
歴
史
が
楽
し
く
解
き
明
か
さ

れ
て
、
時
間
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
一
冊
で
す
。
こ
の
本
を
き
っ

か
け
に
、
自
分
ら
し
い
時
間
の
過
ご
し

方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
タ
イ
ト
ル
通
り
、
作
家
の
小
川
洋
子

さ
ん
が
様
々
な
分
野
の
科
学
者
を
訪

ね
、
対
話
し
た
内
容
の
リ
ポ
ー
ト
で

す
。
好
奇
心
の
向
く
ま
ま
素
人
の
目
線

で
質
問
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容

や
科
学
者
の
答
え
を
聞
い
て
考
え
る

こ
と
が
こ
の
作
家
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
科
学
の
世
界
へ
の
入
口
と
し
て
お

す
す
め
し
ま
す
。

　
世
界
各
国
で
撮
影
さ
れ
た
選
り
す

ぐ
り
の
昆
虫
写
真
と
と
も
に
、
撮
影
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
昆
虫
に
ま
つ
わ
る

伝
説
な
ど
、
丁
寧
な
解
説
が
そ
の
魅
力

を
伝
え
ま
す
。
図
鑑
の
域
を
超
え
た
芸

術
作
品
と
し
て
、
昆
虫
の
美
し
く
不
思

議
な
世
界
を
、
じ
っ
く
り
堪
能
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
地
震
が
起
き
る
の
も
、
温
泉
が
熱

い
の
も
、
全
て
地
球
が
生
き
て
い
る

証
拠
。
時
に
、
人
類
に
と
っ
て
脅
威
と

な
る
地
球
の
営
み
は
、
生
き
た
証
と
し

て
、
世
界
各
地
に
多
彩
な
地
形
を
残
し

て
い
ま
す
。
太
古
か
ら
連
綿
と
続
く
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
球
の
歴
史
に
、
思

い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
動
物
た
ち
の
意
外
な
生
態
や
、
背
景

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
飼

育
員
の
情
熱
と
、
動
物
へ
の
愛
情
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
動
物
園
に
行
っ
た

ら
、
た
だ
、
動
物
を
な
が
め
て
楽
し
む

だ
け
で
は
な
く
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス

や
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
、
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
人
間
が
消
費
す
る
、
全
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
四
分
の
一
を
消
費
し
て
い
る
脳
。
そ

の
脳
は
、
普
段
の
何
気
な
い
行
動
と
、

ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
複
雑
な
脳
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

身
近
な
事
例
や
、
歴
史
的
背
景
な
ど
を

交
え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
く
れ
ま
す
。

ⓒ講談社

ⓒ築地書館 ⓒ岩波書店

ⓒ偕成社 ⓒ岩波書店

ⓒ集英社

池
内

　
了
／
著

ヨ
シ
タ
ケ

　
シ
ン
ス
ケ
／
絵

小
川
　
洋
子
／
著

今
森
　
光
彦
／
著

土
屋

　
愛
寿
／
著

多
摩
動
物
公
園
／
著

小
長
谷

　
正
明
／
著

59 56

60 57

61 58

科学の魅力を教えてくれる 科学の魅力を教えてくれる
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空
想
科
学
読
本

ウ
ン
コ
コ
ロ

坊
っ
ち
ゃ
ん

無
鉄
砲
で
一
本
気
。
中
学
教
師
・

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
痛
快
ス
ト
ー
リ
ー
。

こ
の
一
冊
で
、
ウ
ン
コ
の
全
て
を

お
も
し
ろ
お
か
し
く
、
か
つ
、
真

剣
に
学
べ
ま
す
。

特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
か
ら
目
覚
し
時
計

ま
で
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
科
学
ネ
タ
。

　
四
国
の
中
学
に
赴
任
し
た
坊
っ

ち
ゃ
ん
は
口
が
悪
く
怒
っ
て
ば
か
り
。

し
か
し
軽
快
な
文
体
と
共
に
、
無
鉄
砲

で
真
正
直
な
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
惹
か
れ
、

赤
シ
ャ
ツ
へ
の「
憤
り
」
も
共
感
で
き

ま
す
。
こ
の
小
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
、万
城
目
学
著『
鹿
男
あ
を
に
よ
し
』

（
P
35
に
紹
介
）
と
登
場
人
物
を
読
み

比
べ
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

　「
ウ
ン
コ
＝
汚
い
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
あ
な
た
に
、
必
読
の

一
冊
で
す
。
環
境
問
題
か
ら
美
し
く
な

る
た
め
の
秘
訣
ま
で
、
全
て
ウ
ン
コ
に

ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
キ

レ
イ
社
会
の
代
償
が
、
い
か
に
大
き
い

か
わ
か
り
ま
す
。
た
か
が
ウ
ン
コ
と
侮

る
こ
と
な
か
れ
。

　
誰
も
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
Ｔ
Ｖ

番
組
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
空
想
の
話
、
昔

か
ら
の
伝
説
と
い
っ
た
非
現
実
な
こ

と
が
実
際
に
起
こ
っ
た
ら
ど
う
な
る

か
を
科
学
的
な
視
点
で
迫
っ
て
い
く

本
で
す
。
科
学
の
話
を
し
て
い
る
本
で

す
が
、
堅
苦
し
く
な
く
お
も
し
ろ
い
の

で
、
科
学
が
あ
ま
り
好
き
で
な
く
て
も

ど
ん
ど
ん
読
み
進
め
ら
れ
ま
す
。
身
近

な
内
容
で
わ
か
り
や
す
く
、
科
学
の
本

に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
し
て
お
す
す

め
で
す
。

ⓒメディアファクトリー

ⓒ実業之日本社

ⓒ新潮社
／岩波書店、集英社、角川書店

夏
目
　
漱
石
／
著

寄
藤

　
文
平
、
藤
田

　
紘
一
郎
／
著

柳
田

　
理
科
雄
／
著

ユーモアを味わう
ことができる

ツボにはまって、読書にはまる。

（^_^)/

62

63

64

選
書
テ
ー
マ
６

執筆：阿部幸子副委員長、立花律子、伊澤由華、三船恭太郎（選書委員）
熊谷南美（小グループ委員）

ユーモアを味わうことができる 科学の魅力を教えてくれる

県教育委員会は、ブックリスト｢いわての中高生のためのおすすめ図書１００選｣を作成しています。
図書選びは、県内学識経験者や学校関係者のほか、中高生も参加した選書委員会（委員長･望月善次盛岡大学長）が行っています。来年のリスト完成を前に、中高生の選書委員がお薦めの１冊を紹介します。

三船 恭太郎君
（盛岡・岩手大附属中２年）

４ＴＥＥＮ
石田 衣良 著

｢４ＴＥＥＮ｣ 新潮社

　この本を読んだのは、中学１年、１３歳のときでした。自分より１
つ年上の１４歳の少年４人組を描いた青春ストーリー。自分にもい
ろいろな悩みがあるけれど、この少年たちはどうなんだろう？と思っ
たのが、きっかけでした。
　老化していく難病を抱えたナオト、体格がいいダイをはじめ、あ
まり接点がなさそうな４人が行動を共にし、互いを助けたり、喜ば
せようとしながら、成長していく物語です。
　最後には体が弱いナオトにも楽しめる旅を考えてあげたり。そん
なちょっとした思いやりに、心が温かくなりました。
　自分の心の中で思っていることを自然に相手に伝えられてうらや
ましかったし、自分にもこんな仲間がいたらいいなと思いました。
　また、４人の悩みは自分の悩みとも重なって、こうやって解決す
ればいいんだという糸口も見つかりました。

坊っちゃん
夏目 漱石 著

　四国松山の旧制中学校に教師として赴任した主人公の坊っちゃ
んは、いろいろなことに腹を立て、文句を言う無鉄砲なところがあ
ります。だが、それは正直で真っすぐな性格だからで、読んでい
ると気が付いたら感情移入していました。かつ、文体のリズムやテ
ンポがいいので、読みやすい。それがお薦めしたい理由です。　
　この本を読んだきっかけは「鹿男あをによし」（万城目学著）が

っ坊「、てしそ。すでらかたっ知とるいてしにフーチモを」んゃちっ坊「
ちゃん」の後には、漱石の文体が好きだという夏川草介の「神様
のカルテ」を読みました。
　このように、一つの本から次の本へと、興味がどんどん広がっ
ていくのが読書の楽しさです。
　「文豪・夏目漱石の本だから」と構えず、手に取れば楽に読む
ことができる作品です。

｢坊っちゃん 新装版｣ 講談社佐藤 まゆさん
（盛岡・飯岡中３年）

 中学生編

599 円 ( 税込 )500円 ( 税込 )

人とのつながり･友情･愛を考える
きみの友だち
( 重松 清著･新潮社 )

にごりえ･たけくらべ
( 樋口 ー葉著･新潮文庫 )

よのなか･社会を考える
もうすぐ社会に出る

18歳からのマナーブック
( 多湖 輝著･新講社 )

｢悪いこと｣したら、どうなるの？
( 藤井 誠二、武富 健治著･理論社 )

この人の生き方から学ぶ
竜馬がゆく

( 司馬 遼太郎著･文春文庫 )

プロフェッショナル仕事の流儀
2008-2009

(NHK｢プロフェッショナル｣制作班･編ポプラ社 )

不思議な世界を冒険できる
妖怪アパートの幽雅な日常

( 香月 日輪著･講談社 )

獣の奏者
( 上橋 菜穂子著･講談社 )

ただいま
選書中！

いま、こんな本が選ばれています。

ブックリスト
 ｢いわての中高生のためのおすすめ図書100選｣

平成22年12月29日付 岩手日報紙に掲載された紙面です。
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フ
ラ
イ
’

ダ
デ
ィ
’フ
ラ
イ

シ
ョ
ー
ト
・

　
　
　
ト
リ
ッ
プ

オ
チ
ケ
ン
！

ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ラ
イ
フ

佐
賀
の

が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

あ
ら
し
の
よ
る
に

　
　
　
　
シ
リ
ー
ズ

強
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
人
は
ひ

と
夏
で
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

普
通
、
出
会
う
は
ず
の
な
い
ヤ
ギ

と
オ
オ
カ
ミ
の
奇
跡
の
友
情
物
語
。

筆
者
が
あ
ら
ゆ
る
植
物
に
注
ぐ
真

剣
な
愛
情
が
可
笑
し
さ
を
誘
う
。

人
生
は
総
合
力
。
心
の
持
ち
よ
う

で
楽
し
く
生
き
ら
れ
る
。

癒
し
や
潤
い
を
味
わ
え
る
４
８
の

旅
に
ま
つ
わ
る
物
語
。

落
語
と
ミ
ス
テ
リ
ー
の
面
白
さ
を
一

緒
に
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
一
冊
。

　
傷
つ
け
ら
れ
た
娘
の
復
讐
に
燃
え
、

強
い
父
親
に
な
る
た
め
に
、
高
校
生
に

弟
子
入
り
し
た
ひ
と
夏
の
物
語
。
思

わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
心
憎
い
セ
リ
フ

と
ぐ
い
ぐ
い
引
き
込
ま
れ
る
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
で
、
一
気
に
読
み
進
め
て
し

ま
い
ま
す
。
ひ
た
向
き
に
頑
張
れ
ば
自

分
を
超
え
ら
れ
る
、
そ
ん
な
気
分
に
な

る
一
冊
で
す
。

　
嵐
の
夜
に
出
会
う
は
ず
の
な
い
二

匹
が
小
屋
に
泊
ま
り
合
わ
せ
、
そ
の
後

二
匹
は
一
緒
に
旅
に
行
く
と
い
う
話

で
す
。
と
て
も
話
の
展
開
が
お
も
し
ろ

く
、
次
か
ら
次
へ
と
読
み
た
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
二
匹
の
友
情

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
す
る
と
思
い

ま
す
。
あ
な
た
も
読
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　
第
十
五
回
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞
受

賞
作
品
で
す
。
著
者
は
も
と
も
と
編
集

者
や
演
出
家
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し

た
人
物
で
す
。
美
し
い
ア
マ
リ
リ
ス
に

一
目
惚
れ
し
、
結
婚
し
た
い
と
思
う
ほ

ど
溺
愛
し
た
り
、
観
葉
植
物
を
一
鉢
買

う
の
に
ひ
ど
く
葛
藤
し
た
り
。
植
物
と

の
生
活
が
面
白
お
か
し
く
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
頓
知
の
き

い
た
一
言
一
言
に
、
最
初
か
ら
最
後
ま

で
笑
い
っ
ぱ
な
し
で
読
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
語
録
か
ら
、
発
想

の
転
換
で
人
生
は
楽
し
め
る
と
い
う

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ど
ん
な
困

難
に
も
ど
ん
と
構
え
て
、
笑
い
と
ば
し

て
い
け
る
よ
う
な
元
気
が
も
ら
え
る

一
冊
で
す
。

　
中
学
生
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
、
ど
こ

に
も
あ
り
そ
う
で
、
と
っ
て
も
不
思
議

な
世
界
を
味
わ
え
る
一
冊
で
す
。
一
つ

一
つ
の
物
語
が
わ
ず
か
数
ペ
ー
ジ
に

分
か
り
や
す
い
文
体
で
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
と
て
も
読
み
や
す
く
、

ど
ん
ど
ん
読
み
た
い
気
持
ち
が
わ
い

て
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
不
思
議
な

世
界
に
ト
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
略
し
た
名
前
が「
オ
チ
ケ
ン
」
と
い

う
だ
け
で
、
廃
部
寸
前
の
落
語
研
究
会

に
入
部
さ
せ
ら
れ
た
越
智
健
一
。
部
室

争
奪
を
め
ぐ
る
サ
ー
ク
ル
間
の
陰
謀

に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
が
、
落
研
の
た
め

に
果
敢
に
行
動
を
始
め
ま
す
。
落
語
に

は
あ
ま
り
興
味
が
な
い
人
で
も
、
最
後

ま
で
笑
い
な
が
ら
、
読
ん
で
し
ま
い
ま

す
。

ⓒ角川書店

ⓒ新潮社

ⓒ集英社文庫

ⓒ徳間書店

ⓒ講談社

金
城

　
一
紀
／
著

木
村
　
裕
一
／
著

あ
べ
　
弘
士
／
絵

い
と
う
せ
い
こ
う
／
著

島
田

　
洋
七
／
著

森
　
絵
都
／
著

大
倉

　
崇
裕
／
著

68 65

69 66

70 67

ユーモアを味わうことができる ユーモアを味わうことができる



3435

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　
　
　
工
場
の
秘
密

鹿
男
あ
を
に
よ
し

星
新
一

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト

1
0
0
1

生
協
の
白
石
さ
ん

お
も
し
ろ

　
　
落
語
図
書
館

甘
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
の
風
刺

の
効
い
た
ビ
タ
ー
な
物
語
。

生
協
の「
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
」の
無
理

難
題
。
君
な
ら
な
ん
と
回
答
す
る
?

噺は
な
しを

知
っ
て
落
語
を
聞
け
ば
、
も
っ
と

奥
の
深
い
笑
い
を
楽
し
め
る
は
ず
。

突
然
鹿
に
話
し
か
け
ら
れ
た「
お
れ
」

運
び
番
っ
て
、
目
っ
て
な
ん
な
ん
だ
。

突
飛
な
設
定
、
思
い
が
け
な
い
結

末
。
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
。

　
謎
に
包
ま
れ
た
巨
大
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
工
場
見
学
の
切
符
を
引
き
当
て
た

五
人
の
子
供
た
ち
。
発
明
品
の
よ
う
な

お
菓
子
や
工
場
で
出
会
う
ユ
ニ
ー
ク

な
人
た
ち
に
、
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

奇
想
天
外
な
出
来
事
に
次
々
と
遭
遇

す
る
子
供
た
ち
は
、
次
第
に
、
人
と
し

て
大
切
な
こ
と
は
何
か
に
気
づ
か
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

　
大
学
生
協
の「
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
」

に
寄
せ
ら
れ
た
学
生
た
ち
か
ら
の
質

問
と
担
当
者
の
回
答
を
ま
と
め
た
本

で
す
。
学
生
か
ら
の
無
理
難
題
に
も
、

生
協
の
職
員
と
い
う
立
場
か
ら
離
れ

る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
も
丁
寧
か
つ

謙
虚
に
説
明
を
つ
く
す
白
石
さ
ん
の

回
答
が
秀
逸
。
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
温
か

な
人
柄
が
滲
み
出
て
い
ま
す
。

　「
寿じ

ゅ

げ

む

限
無
」
や「
時
そ
ば
」
な
ど
有

名
な
古
典
落
語
を
収
録
し
て
い
る
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
噺
の
お
も
し
ろ
さ
を
損

な
わ
ず
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、

中
高
校
生
が
読
む
に
も
、
読
み
聞
か
せ

に
も
ち
ょ
う
ど
良
い
量
で
す
。
伝
統
的

な
笑
い
が
も
つ
品
の
よ
さ
や
人
情
に

ぜ
ひ
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
奈
良
の
女
子
高
の
教
師
に
な
っ
た

「
お
れ
」
は
あ
る
日
突
然
、
奈
良
公
園

の
鹿
に「
目
」の「
運
び
番
」を
命
じ
ら

れ
ま
す
。
鹿
は
鎮
め
の
儀
式
を
行
わ
な

い
と
日
本
は
滅
亡
す
る
と
い
う
の
で

す
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
巻
き
込
ま

れ
て
い
く
主
人
公
の「
お
れ
」
と
生
徒

そ
し
て
鹿
と
の
会
話
が
笑
え
ま
す
。

（
P
31『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』で
も
紹
介
）

　
星
新
一
の
短
編
集
。
他
の
星
や
近
未

来
の
設
定
が
多
く
、
数
行
で
別
世
界
に

引
き
ず
り
込
ま
れ
ま
す
。
ど
の
作
品
に

も
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
が
込
め
ら
れ
て

い
て
、
に
や
り
と
笑
え
ま
す
。
最
後
の

ど
ん
で
ん
返
し
で
思
わ
ず
う
な
り
、
実

は
現
代
社
会
と
重
な
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。

ⓒ評論社

ⓒ幻冬舎 ⓒ新潮社

ⓒ講談社 ⓒ大日本図書

ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル
／
著

柳
瀬

　
尚
紀
／
訳

白
石
　
昌
則
／
著

三
遊
亭

　
円
窓
／
著

長
野

　
ヒ
デ
子
／
絵

万
城
目
　
学
／
著

星
　
新
一
／
著

74 71

75 72

73

ユーモアを味わうことができる
平成23年2月6日付 岩手日報紙に掲載された紙面です。

ユーモアを味わうことができる
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卵
の
緒

し
ゃ
ば
け

ミ
タ
カ
く
ん
と
私

レ
イ
ン
ツ
リ
ー
の
国

心
が
じ
ん
わ
り
、
家
族
の
つ
な
が

り
再
確
認
。

顔
を
合
わ
せ
て
い
な
い
時
に
は
、

お
し
ゃ
べ
り
も
弾
む
の
に
…
…
。

日
常
の
時
間
の
中
で
、
大
切
な
も

の
は
少
し
ず
つ
育
ま
れ
て
い
く
。

病
弱
な
若
旦
那
が
、
ど
こ
か
お
ど
け

た
妖

あ
や
か
し

た
ち
と
、
江
戸
を
駆
け
回
る
。

　「
僕
は
捨
て
子
だ
。」
そ
れ
で
も
、
主

人
公
、
育
生
に
母
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ

た
卵
の
殻
に
は
、「
へ
そ
の
緒
」
を
超

え
た
強
い
絆
と
確
か
な
愛
情
が
あ
り

ま
す
。「
へ
そ
の
緒
」
に
甘
え
た
虐
待

の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
度
、
家
族
と

の
喧
嘩
を
後
悔
す
る
度
、
日
常
の
中
で

家
族
の
愛
情
を
感
じ
る
度
、
こ
の
小
説

が
心
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

　
十
年
も
前
に
読
ん
だ
本
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知

り
合
っ
た
伸
行
と
ひ
と
み
。
メ
ー
ル
の

や
り
取
り
の
中
で
少
し
ず
つ
近
づ
い

て
い
た
二
人
の
心
は
、
現
実
の
世
界
で

顔
を
合
わ
せ
た
時
、
す
れ
違
い
を
生
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
人
と
人
と
が
理
解
し

合
う
こ
と
の
難
し
さ
、
一
筋
縄
で
は
い

か
な
い
恋
。
け
れ
ど
、
理
解
し
た
い
と

思
う
相
手
が
い
る
こ
と
は
と
て
も
幸

せ
な
こ
と
。
そ
う
思
わ
せ
て
く
れ
る
一

冊
で
す
。

　
ミ
タ
カ
く
ん
は
女
の
子
に
モ
テ
る
。

幼
稚
園
か
ら
一
緒
だ
っ
た
並
子
の
家

に
、
そ
の
ミ
タ
カ
く
ん
は
な
ぜ
か
居

座
っ
て
い
る
。
そ
し
て
家
族
の
よ
う
に

な
に
げ
な
く
暮
ら
し
て
い
る
。
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
恋
な
ん
て
も
の
が
な
く

て
も
、
そ
ん
な
日
常
で
、
も
っ
と
大
切

で
、
も
っ
と
面
白
い
こ
と
が
人
の
間
に

は
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
詩
人
銀ぎ

ん
い
ろ
な
つ
を

色
夏
生
が
描
く
、
か

け
が
え
の
な
い
、
優
し
く
、
温
か
い
物

語
で
す
。

　
江
戸
の
廻か
い
せ
ん船

問
屋
の
一
人
息
子
、
一

太
郎
は
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど

の
病
弱
な
体
。
一
太
郎
を
守
る
の
は
、

犬
神
・
白
沢
・
鳴
家
・
屏
風
の
ぞ
き

た
ち
の
妖
怪
。
彼
ら
が
力
を
尽
く
し
て

一
太
郎
を
守
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
か

殺
人
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
守
ら
れ
て
ば
か
り
の
自
分
に
嫌

気
が
差
し
、
ふ
り
か
か
る
困
難
を
払
い

の
け
る
力
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る

一
太
郎
と
共
に
、
読
者
も
江
戸
の
町
を

駆
け
回
る
こ
と
の
で
き
る
幻
想
捕
物

帖
。

ⓒマガジンハウス

ⓒ新潮社

ⓒ新潮社

ⓒ新潮社

瀬
尾

　
ま
い
こ
／
著

有
川
　
浩
／
著

銀
色
　
夏
生
／
著

畠
中
　
恵
／
著

活字アレルギーの特効薬　～この一冊から踏み出そう～

読書の楽しみに
目覚める

77

78

79 76

選
書
テ
ー
マ
７

執筆：高橋和宏、松田素子、伊澤由華、高橋亜彩乃、三船恭太郎（選書委員）

読書の楽しみに目覚める 読書の楽しみに目覚める
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ぼ
く
は

　
勉
強
が
で
き
な
い

夏
の
庭

　
ーT

he Friends

ー

直
筆
で
読
む

　
　「
人
間
失
格
」

サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス

階
段
途
中
の

　
ビ
ッ
グ
・
ノ
イ
ズ

岳
物
語

勉
強
よ
り
も
大
切
な
こ
と
に
気
づ

い
た
ん
だ
。
そ
れ
は
…
。

「
お
と
う
」の
目
を
通
し
、
息
子
の
少

年
時
代
を
温
か
く
見
守
り
ま
す
。

エ
ー
ス
と
ア
シ
ス
ト
と
の
葛
藤
。

予
想
外
の
結
末
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　 屋
上
へ
の
階
段
が
活
動
場
所
。
猛
暑
に

も
理
不
尽
に
も
、
絶
対
負
け
た
く
な
い
。

読
み
終
え
て
、
あ
た
た
か
さ
に
包

ま
れ
る
…
。

本
心
を
隠
し
己
を
否
定
し
続
け
た

男
の
生
涯
。
太
宰
の
自
伝
的
小
説
。

　
主
人
公
の
時
田
秀
美
は
、
サ
ッ
カ
ー

が
大
好
き
な
十
七
歳
の
高
校
生
で

す
。
ど
こ
か
み
ん
な
と
違
う
価
値
観
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

に
は
人
気
で
す
が
、
一
部
先
生
に
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
存
在
で
…
。
友

情
・
恋
・
家
族
・
将
来
…
秀
美
の
目

で
見
る
高
校
生
と
は
ど
ん
な
姿
な
の

で
し
ょ
う
か
。
タ
イ
ト
ル
の
本
当
の
意

味
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
息
子
の
名
前
は
岳が

く

。
丸
坊
主
で
ケ
ン

カ
が
強
く
、
釣
り
が
大
好
き
な
少
年
。

「
お
と
う
」
は
息
子
の
成
長
を
見
守
り

つ
つ
、
一
緒
に
釣
り
に
も
出
か
け
ま

す
。
自
分
が
好
き
な
こ
と
を
す
べ
て
に

優
先
す
る
親
子
。
物
語
に
は
幸
せ
な
時

間
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温
か
い
思
い
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
出
場

チ
ー
ム
は
、
一
人
の
エ
ー
ス
を
勝
た
せ

る
た
め
他
の
選
手
は
ア
シ
ス
ト
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
役
に
回
り
ま
す
。
ア
シ

ス
ト
は
ひ
た
す
ら
自
分
を
犠
牲
に
し
、

チ
ー
ム
の
優
勝
の
た
め
貢
献
し
ま
す
。

物
語
は
臨
場
感
、
疾
走
感
に
あ
ふ
れ
、

最
後
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
展
開
を
迎

え
ま
す
。

　
先
輩
た
ち
の
不
祥
事
の
た
め
に
廃

部
を
決
め
ら
れ
た
軽
音
部
。
た
っ
た
一

人
で
後
始
末
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

啓
人
で
す
が
、
一
度
は
部
を
去
っ
た
伸

太
郎
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
廃
部
回
避

の
た
め
に
奔
走
し
ま
す
。
文
化
祭「
田

高
マ
ニ
ア
」の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
し
た

い
！
そ
の
思
い
で
、
立
ち
は
だ
か
る
困

難
に
力
強
く
立
ち
向
か
う
啓
人
た
ち
。

青
春
と
は
こ
う
い
う
こ
と
。
読
み
終

わ
っ
た
と
き
、
き
っ
と
そ
う
思
え
る
一

冊
で
す
。

　
ひ
と
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
｜
。
素
朴
な
疑
問
か
ら
、
お
じ
い

さ
ん
を
観
察
し
始
め
た
少
年
た
ち
。
や

が
て
芽
生
え
た
奇
妙
な「
友
情
」
と
、

夏
の
思
い
出
。
喪う

し
な

わ
れ
逝い

く
も
の
と
、

永
遠
に
失
わ
れ
な
い
も
の
。「
生
」
と

「
死
」
を
み
つ
め
、
力
強
く
成
長
し
て

い
く
少
年
た
ち
を
描
い
た
物
語
で
す
。

　「
恥
の
多
い
生
涯
を
送
っ
て
来
ま
し

た
」と
始
ま
る
男
の
半
生
を
綴
っ
た
手

記
。
読
む
う
ち
に
、
そ
の
男
と
同
じ
内

面
、
恐
ら
く
誰
も
が
持
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
、
自
分
の
暗
さ
や
弱
さ
に
気
づ
き

ま
す
。
し
か
し
、
男（
太
宰
治
自
身
か

も
し
れ
ま
せ
ん
）に
心
を
覗
か
れ
る
こ

と
で
、
不
思
議
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り

ま
す
。

ⓒ新潮社

ⓒ新潮社 ⓒ集英社文庫

ⓒ新潮社 ⓒ幻冬舎

ⓒ集英社文庫

山
田

　
詠
美
／
著

椎
名
　
誠
／
著

近
藤
　
史
恵
／
著

越
谷

　
オ
サ
ム
／
著

湯
本
　
香
樹
実
／
著

太
宰

　
治
／
著

83 80

84 81

85 82

読書の楽しみに目覚める 読書の楽しみに目覚める
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神
様
の
カ
ル
テ

東
京
タ
ワ
ー

　
オ
カ
ン
と
ボ
ク
と
、
時
々
、
オ
ト
ン

死
神
の
精
度

イ
ギ
リ
ス
海
岸

　
　
　
　
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
短
篇
集

奇
跡
は
起
き
る
。
神
様
な
ん
か
じ
ゃ

な
く
、人
の
力
が
、奇
跡
を
呼
ぶ
の
だ
。

私
た
ち
の
街
が
舞
台
。
身
近
な
食
べ
物
、

お
店
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

死
神
が
冷
徹
非
情
？
時
に
は
、
迷

う
死
神
も
い
る
の
で
す
。

オ
ト
ン
、
オ
カ
ン
、
こ
れ
ま
で
い

ろ
ん
な
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
。

　
信
州
の
小
さ
な
病
院
で
働
く
一い

ち
と止
。

常
に
医
師
不
足
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
の
病
院
は「
24
時
間
３
６
５
日

対
応
」
を
掲
げ
、
専
門
外
の
診
療
・
三

日
連
続
勤
務（
不
眠
不
休
）
は
日
常
茶

飯
事
。
愛
す
る
妻
の
ハ
ル
さ
ん
と
過

ご
す
時
間
も
あ
ま
り
な
く
…
。
そ
れ
で

も
、
大
病
院
か
ら
見
放
さ
れ
た
患
者
と

精
一
杯
向
き
合
う
医
者
が
い
て
も
い

い
は
ず
。
奇
跡
を
起
こ
す
の
は
神
様
で

は
な
く
、
き
っ
と
人
。
読
み
終
わ
っ
た

時
、
心
が
温
ま
る
物
語
で
す
。

　
ふ
た
ご
の
姉
妹
、
翠
と
梢
。
性
格
が

全
く
正
反
対
。
岩
手
に
引
っ
越
し
て
き

た
二
人
は
地
元
で
有
名
な
パ
ン
、
コ
ー

ヒ
ー
店
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
じ
ゃ

じ
ゃ
麺
な
ど
と
出
合
い
ま
す
。
盛
岡
、

花
巻
、
宮
古
、
そ
し
て
東
京
を
起
点
に

物
語
は
展
開
。
二
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

が
情
感
豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
死
神
の
仕
事
は〈
情
報
部
〉
の
指
示

に
基
づ
き
、
調
査
を
行
い
、
死
を
実

行
す
る
の
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
、
報
告
す
る
こ
と
。
人
間
の

不
慮
の
事
故
や
事
件
に
は
死
神
が
関

わ
っ
て
い
る
。
死
神
の
心
も
、
時
に
少

し
ば
か
り
揺
れ
動
き
ま
す
。
調
査
対
象

の
人
間
の
、
こ
の
先
の
人
生
を
見
て
み

た
い
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。
六
つ

の
物
語
の
最
後
で
つ
な
が
る
、
人
と
人

と
の
関
わ
り
合
い
に
、
思
わ
ず
ほ
ろ
り

と
し
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
九
州
で
生
ま
れ
育
っ
た「
ボ
ク
」は
、

オ
カ
ン
の
愛
情
を
一
身
に
受
け
て
成

長
し
ま
す
。
東
京
に
出
た
あ
と
も
心
配

の
か
け
通
し
。
オ
カ
ン
も
東
京
に
出
て

き
て
一
緒
に
暮
ら
し
ま
す
が
、
や
が
て

入
院
。
看
病
す
る
病
室
か
ら
東
京
タ

ワ
ー
が
見
え
ま
し
た
。
オ
カ
ン
、
そ
し

て
オ
ト
ン
へ
の
思
い
を
普
段
の
言
葉

で
切
々
と
語
り
ま
す
。

ⓒ小学館

ⓒ扶桑社

ⓒ文藝春秋刊

ⓒメディアファクトリー

夏
川

　
草
介
／
著

木
村
　
紅
美
／
著

伊
坂

　
幸
太
郎
／
著

リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
／
著

岩手県の
作家・舞台を読む

イーハトーヴ再発見　～知ってる？この人、この作品～

86

87

89 88

選
書
テ
ー
マ
８

執筆：高橋和宏、山本正子、佐藤まゆ、三船恭太郎（選書委員）

岩手県の作家・舞台を読む 読書の楽しみに目覚める
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屋
上
ボ
ー
イ
ズ

虹
色
ほ
た
る

　
ー 

永
遠
の
夏
休
み 

ー

26
年
2
か
月

　
　
　
　
　
啄
木
の
生
涯

銀
輪
の
覇
者

宮
澤
賢
治 

愛
の
う
た

天
を
衝
く

高
校
生
な
ら
き
っ
と
共
感
で
き

る
。
あ
つ
い
友
情
小
説
。

地
元
の
武
将
九く

の
へ
ま
さ
ざ
ね

戸
政
実
の
活
躍
を
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
た
歴
史
小
説
で
す
。

自
転
車
賞
金
レ
ー
ス
。
参
加
者
の

思
惑
を
は
ら
み
物
語
は
加
速
す
る
。

賢
治
の
恋
の
詩
を
も
と
に
、
恋
愛

に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
。

あ
な
た
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
も
の
は
何
で
す
か
。

啄
木
の
一
生
を
独
自
の
視
点
で
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
花
巻
市
在
住
の
新
進
作
家
・
阿
部

暁
子
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
、
コ
バ
ル

ト「
ロ
マ
ン
大
賞
」
受
賞
作
。
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
や
恋
愛
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
高
校
生
の
あ
つ
い
友
情
を
鮮
や

か
に
描
い
て
い
ま
す
。
中
高
生
の
み
な

さ
ん
に
は
、「
あ
と
が
き
」に
書
か
れ
た

著
者
の
高
校
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

ぜ
ひ
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
十
六
世
紀
末
、
岩
手
県
北
で「
九
戸

政
実
の
乱
」を
起
こ
し
た
武
将
九
戸
政

実
の
活
躍
、
雄
姿
を
描
き
ま
す
。
政
実

は「
九
戸
党
」
と
い
う
武
士
集
団
を
率

い
、
敵
対
す
る
南
部
信
直
、
豊
臣
秀
吉

軍
と
対
決
し
ま
す
。
生
き
生
き
と
し
た

人
物
描
写
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

展
開
に
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

　
昭
和
九
年
、
下
関
か
ら
津
軽
半
島
ま

で
の
本
州
縦
断
自
転
車
レ
ー
ス
が
、
物

語
の
舞
台
で
す
。
多
彩
な
参
加
者
同
様

に
、
背
景
や
思
惑
も
様
々
で
す
。
レ
ー

ス
シ
ー
ン
を
縦
糸
に
横
糸
や
斜
め
糸
、

物
語
の
糸
は
複
雑
に
絡
み
ま
す
。
友
情

に
胸
が
熱
く
な
り
、
登
場
人
物
の
息
遣

い
や
、
ペ
ダ
ル
を
踏
む
感
触
が
伝
わ
り

ま
す
。

　
生
涯
独
身
を
貫
い
た
宮
澤
賢
治
。
相

思
相
愛
の
恋
愛
は
、
な
か
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
も
本
当
に
そ
う
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
作
品
の
中
に
封
じ

込
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
手
が
か
り

か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、
秘
め
ら
れ
た
恋

の
お
相
手
と
は
？
ミ
ス
テ
リ
ー
を
読

み
解
く
よ
う
な
面
白
さ
で
す
。

　
今
は
亡
き
父
と
の
思
い
出
の
山
奥

の
ダ
ム
。
訪
れ
て
い
た
小
六
の
ユ
ウ
タ

が
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
一
九
七
〇

年
代
の
村
で
見
た
も
の
…
そ
れ
は
、
泣

き
た
く
な
る
ほ
ど
懐
か
し
く
美
し
い

景
色
や
世
界
で
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い

事
が
続
い
て
い
く
け
れ
ど
グ
イ
グ
イ

と
引
き
込
ま
れ
て
い
く
感
動
の
物
語

で
す
。

　
盛
岡
市
在
住
の
作
家
・
松
田
十
刻

さ
ん
に
よ
る
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
石
川
啄
木
の
生
涯
。
堅
苦
し
い

研
究
書
で
は
な
く
、
美
化
さ
れ
た
伝
記

で
も
な
い
、
等
身
大
の
啄
木
の
評
伝
。

読
後
は
、
郷
土
の
先
人
を
よ
り
身
近

な
存
在
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ⓒ集英社

ⓒアルファポリス ⓒもりおか文庫

ⓒ早川書房 ⓒもりおか文庫

ⓒ講談社

阿
部

　
暁
子
／
著

高
橋
　
克
彦
／
著

斎
藤
　
純
／
著

澤
口

　
た
ま
み
／
著

川
口
　
雅
幸
／
著

松
田

　
十
刻
／
著

93 90

94 91

95 92

岩手県の作家・舞台を読む 岩手県の作家・舞台を読む
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ユ
タ
と
不
思
議
な

　
　
　
　
仲
間
た
ち

つ
づ
き
の
図
書
館

踊
る
ジ
ョ
ー
カ
ー

タ
マ
ラ
セ

村
長
あ
り
き

　
沢
内
村 

深
沢
晟ま

さ
お雄
の
生
涯

ユ
タ
が
出
会
っ
た
の
は
座
敷
わ
ら
し
。
ひ

と
夏
の
体
験
で
大
き
く
成
長
し
ま
す
。

一
関
が
モ
デ
ル
。
ギ
ャ
グ
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
謎
解
き
あ
り
。

道
の
な
い
と
こ
ろ
に
道
を
作
っ
た
人
。

信
念
の
強
さ
、
ゆ
る
ぎ
な
い
姿
に
感
動
。

不
思
議
な
で
き
ご
と
に
、
巻
き
こ

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
…
。

頼
り
な
い
探
偵
が
最
後
に
は
事
件
の

謎
を
す
っ
き
り
解
き
明
か
し
ま
す
。

　
ユ
タ
は
東
京
生
ま
れ
の
や
せ
っ
ぽ

ち
な
小
学
六
年
生
。
お
母
さ
ん
の
ふ
る

さ
と
で
九
人
の
座
敷
わ
ら
し
と
出
会

い
、
仲
良
く
な
り
ま
す
。
不
思
議
な
呪

文「
ワ
ダ
ワ
ダ
、
ア
ゲ
ロ
ジ
ャ
、
ガ
ガ

イ
｜
。」
辛
い
生
い
立
ち
の
仲
間
と
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
経
て
、
ユ
タ
は
強
く

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
著
者
で
あ
る
六
塚
光
さ
ん
の
出
身

地
一
関
市
を
モ
デ
ル
に
し
た
架
空
の

町
が
舞
台
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
で
、
第
九

回
ス
ニ
ー
カ
ー
大
賞
優
秀
賞
受
賞
作
。

「
タ
マ
ラ
セ
」
と
い
う
特
殊
能
力
を
も

つ
人
々
が
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
、

ド
タ
バ
タ
学
園
バ
ト
ル
も
の
。
小
気
味

良
い
文
章
と
、
き
め
細
か
い
構
成
が
魅

力
で
す
。

　
長
い
間
、
豪
雪
、
貧
困
、
無
医
療

に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
き
た
旧
沢
内
村

（
現
・
西
和
賀
町
）。「
村
び
と
の
生
命

を
守
る
た
め
私
は
命
を
か
け
る
｜
。」

深
沢
村
長
は
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越

え
多
く
の
村
民
の
命
を
救
い
ま
す
。
強

い
信
念
と
ゆ
る
ぎ
な
い
姿
勢
は
、
村
に

希
望
の
灯
を
と
も
し
ま
し
た
。

　
盛
岡
市
在
住
の
児
童
文
学
作
家
・

柏
葉
幸
子
さ
ん
の「
小
学
館
児
童
出
版

文
化
賞
」
受
賞
作
。
絵
本
を
読
ん
で
く

れ
た
子
ど
も
の「
そ
の
後
」
を
知
り
た

く
て
、
突
然
本
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て

き
た「
は
だ
か
の
王
様
」。
新
米
司
書
・

桃
さ
ん
の
身
に
次
々
起
き
る
ち
ょ
っ

と
不
思
議
な
出
来
事
。
ラ
ス
ト
は
温
か

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
五
つ
の
事
件
に
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
。
ト
ラ
ン
プ
、時
計
、カ
メ
ラ
、チ
ョ

コ
、
雪
だ
る
ま
｜
。
事
件
現
場
に
残
さ

れ
た
証
拠
を
も
と
に
、
気
が
弱
く
引
き

こ
も
り
が
ち
な
名
探
偵
・
音
野
順
が

事
件
の
か
ら
く
り
を
明
快
に
解
き
明

か
し
ま
す
。
あ
な
た
も
名
探
偵
と
一
緒

に
謎
を
解
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

ⓒ新潮社

ⓒ講談社 ⓒ東京創元社

ⓒ角川書店 ⓒれんが書房新社

三
浦

　
哲
郎
／
著

六
塚
　
光
／
著

及
川

　
和
男
／
著

柏
葉
　
幸
子
／
著

山
本
　
容
子
／
画

北
山

　
猛
邦
／
著

99 96

100 97

98
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中
高
生
お
す
す
め

ベ
ス
ト
５

き
ょ
う
ち
ゃ
ん
　
岩
手
の
中
高
生
の

ベ
ス
ト
５
を
紹
介
し
ま
す
。

し
ん
ち
ゃ
ん
　
県
内
の
中
学
校
や
高

等
学
校
の
ベ
ス
ト
５
を
集
計
し
た

結
果
、
表
の
よ
う
に
な
っ
た
よ
。

き
ょ
う
ち
ゃ
ん
　
シ
リ
ー
ズ
化
さ

れ
、
長
い
間
読
ま
れ
て
い
る
本
が

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
る
わ
。

し
ん
ち
ゃ
ん
　
映
画
や
ド
ラ
マ
化
さ

れ
た
本
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る

よ
う
だ
ね
。

中学生ベスト5 高校生ベスト5

1 バッテリー
（あさのあつこ／著）

告白
（湊かなえ／著）

2 カラフル
（森絵都／著）

バッテリー
（あさのあつこ／著）

3
都会のトム＆
ソーヤシリーズ
（はやみねかおる／著）

ハリー・ポッター
シリーズ
（J・Ｋ・ローリング／著）

4
ダレン・シャン
シリーズ
（ダレン・シャン／著）

恋空
（美嘉／著）

5
ぼくらの七日間
戦争シリーズ
（宗田理／著）

一瞬の風になれ
（佐藤多佳子／著）

余命一ヶ月の花嫁
（TBS ﾃﾚﾋﾞ報道局／著）

岩手県の作家・舞台を読む

県
民

お
す
す
め
図
書

県
民

お
す
す
め
図
書



県
民
お
す
す
め
図
書

公
募
に
よ
り
推
薦
い
た
だ
い
た

　
県
民
の
み
な
さ
ん
に
、
中
高
生

に
読
ん
で
ほ
し
い「
お
す
す
め
の
一

冊
」を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ

ん
の
推
薦
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

き
ょ
う
ち
ゃ
ん

　
男
女
問
わ
ず
、
幅

広
い
年
代
か
ら
、熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
紹
介
い
た
だ
い
て

い
る
わ
ね
。

し
ん
ち
ゃ
ん

　
昔
か
ら
読
み
継
が

れ
て
い
る
作
品
に
加
え
て
、
岩

手
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品
が
多

い
ね
。

き
ょ
う
ち
ゃ
ん
・
し
ん
ち
ゃ
ん

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（「
い
わ
１
０
０
」に
掲
載
し
た
図

書
を
推
薦
い
た
だ
い
た
方
々
の

コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。）

　
メ
デ
ィ
ア
な
し
で
生
き
ら
れ
な
い
現
代
に
お
け

る
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
合
い
方
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ「
完
全
に
中
立
的
な
報

道
」が
で
き
な
い
の
か
と
い
う
説
明
等
、
見
事
な
解

説
ぶ
り
に
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
筆
者
は
オ
ウ
ム

真
理
教
報
道
で
一
躍
有
名
と
な
り
、
他
に
も
多
数

の
本
を
書
い
て
い
ま
す
。

（
遠
野
市

　
千
葉

　
司
さ
ん
か
ら
の
推
薦
）

　
舞
台
は
、
二
世
紀
の
ブ
リ
テ
ン
島
。
ロ
ー
マ
軍
の

若
き
兵
士
ア
ク
イ
ラ
が
陥
っ
た
闇
、
絶
望
の
中
で
彼

を
支
え
た
の
は
、
人
と
の
絆
と
誇
り
で
し
た
。
歴
史

小
説
の
醍
醐
味
を
存
分
に
味
わ
っ
て
下
さ
い
。
孤
独

を
感
じ
た
り
、
気
力
が
充
実
し
て
い
る
時
、
じ
っ
く

り
読
ん
で
ほ
し
い
大
作
で
す
。

（
盛
岡
市

　
髙
橋
美
知
子
さ
ん
か
ら
の
推
薦
）

　
約
五
十
年
前
の
豪
雪
の
沢
内
村
。
全
国
に
先
駆
け

老
人
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
、
全
国
で
初
め
て

乳
幼
児
死
亡
率
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
村
で
す
。
深
沢
晟

雄（
ま
さ
お
）
村
長
の
命
へ
の
熱
い
思
い
、
数
々
の

障
壁
を
乗
り
越
え
て
い
く
姿
、
そ
れ
を
支
え
る
村
の

人
々
…
。
こ
れ
か
ら
を
つ
く
っ
て
い
く
中
高
生
に
ぜ

ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。

（
盛
岡
市

　
鈴
木
美
成
さ
ん
か
ら
の
推
薦
）

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
に
迫
害
さ
れ
る

ユ
ダ
ヤ
人
六
千
人
に
、
日
本
の
通
過
ビ
ザ
を
発
行

し
て
命
を
救
っ
た
日
本
人
外
交
官
、
杉
原
千
畝（
ち

う
ね
）
の
苦
悩
に
満
ち
た
活
動
の
記
録
で
す
。
追

い
詰
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
、
身
の
危
険
を
顧
み

ず
信
念
を
貫
く
姿
は
、「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る

か
」と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
藤
沢
町

　
千
葉
幸
子
さ
ん
か
ら
の
推
薦
）
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と
も
し
び
を

　
　
　
か
か
げ
て

村
長
あ
り
き

　
沢
内
村 

深
沢
晟ま

さ
お雄
の
生
涯

ロ
ー
ズ
マ
リ
・
サ
ト
ク
リ
フ
／
作
、
猪
熊
葉
子
／
訳

及
川

　
和
男
／
著

タ
マ
ラ
セ

六
塚

　
光
／
著

約
束
の
国
へ
の

　
　
　
長
い
旅

篠
　
輝
久
／
著

世
界
を
信
じ
る
た
め

の
メ
ソ
ッ
ド

森
　
達
也
／
著

38 24

100 5197

　
一
関
市
が
モ
デ
ル
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
で
す
。
地
名

や
学
校
な
ど
、
わ
り
と
そ
の
ま
ま
で
て
き
た
り
し
て

て
、
地
元
の
人
は
、
に
や
り
と
す
る
こ
と
請
け
合
い

（
笑
）。
低
空
飛
行
な
ギ
ャ
グ
と
ち
ょ
っ
と
し
た
謎
解

き
も
あ
り
、
お
す
す
め
で
す
。

（
一
関
市

　
松
本
瑞
穂
さ
ん
か
ら
の
推
薦
）

「いわての中高生のためのおすすめ図書100選（いわ100）」 完成までの歩み
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平成22年  
  7月12日（月） 　第1回選書委員会
作成概要の確認・選書方法の検討

  9月24日（金） 　第３回選書委員会
小グループ委員の意見を反映した選書作業

12月20日（月） 　第5回選書委員会
全体構成（レイアウト・様式）の確認

  8月  3日（火） 　第2回選書委員会
テーマ設定・テーマごと選書担当の決定 8月21日（土）

第1回小グループ委員会
テーマごとの選書作業

9月26日（日）
第2回小グループ委員会
書評の執筆分担、執筆開始

10月30日（土）
第3回小グループ委員会
表紙・構成の検討

10月12日（火） 　第4回選書委員会
書評執筆分担者の決定

平成23年
  1月22日（土） 　第6回選書委員会
最終確認、執筆原稿の校正作業

  3月　 　　　　　第7回選書委員会
総括、今後の活用策の検討

2月末に完成　⇒　県内すべての中学生・高校生に配付

7/16 ～ 9/30　
県民一般からの公募

7/21 ～ 9/18
中学校・高校のベスト５集計

11/30 ～　
選書委員の執筆開始

1/14 ～　
執筆原稿の校正

＜選書委員会＞
委 員 長：望月　善次（盛岡大学 学長）
副委員長：阿部　幸子（花巻市立八重畑小学校 校長）
委　　員：姉帯　裕子（一戸町立図書館 司書）
(50音順 )　阿部　暁子（作家）

菊池　幸子（県立図書館 主事）
嶋田ひろ子（宮古読み聞かせの会「ぞうさんのミミ」  代表）
高橋　和宏（㈱岩手日報社 広告局次長）
立花　律子（二戸市立福岡中学校 教諭）
松田　素子（県立不来方高等学校 司書教諭）
山本　正子（㈱東山堂　営業本部マネージャー）

＜小グループ委員会＞
★岩手大学教育学部附属中学校
○三船恭太郎（2年）
照井　涼香（3年）
中村　廉志（3年）

★盛岡市立飯岡中学校
○佐藤　まゆ（3年）
藤澤　陽太（1年）
熊谷　南美（1年）

★県立水沢高等学校
○高橋亜彩乃（2年）
及川　美樹（2年）
髙橋　　遥（2年）

★県立盛岡第四高等学校
○伊澤　由華（3年）
小泉　春菜（3年）　
高谷安希子（3年）

・小グループ委員会の中から○印の生徒が
　選書委員として会議に出席しました。　
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平成22年12月５日付岩手日報紙面転載「12歳の空」（三船恭太郎委員著）への女優紺野美沙子さんの書評

「
い
わ
１
０
０
」を
手
に
す
る
中
高
生
の
み
な
さ
ん
へ

選
書
委
員
・
小
グ
ル
ー
プ
委
員
か
ら

初
め
て
手
に
す
る
本
、
繰
り
返
し
読
ん
で
い
る
本
、
本

は
い
つ
も
自
分
の
中
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で
く

れ
ま
す
。
笑
っ
て
泣
い
て
考
え
て
、
心
が
揺
れ
る
、
風

を
運
ぶ
百
冊
が
、
開
か
れ
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

三
船
恭
太
郎

心
を
込
め
て
、
読
書
の
楽
し
さ
が
伝
わ
る
本
を
選
び

ま
し
た
。
素
敵
な
本
た
ち
が
、
き
っ
と
あ
な
た
と
出
会

う
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の「
い
わ
１
０
０
」
を
通

じ
て
、
読
書
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

 
阿
部
　
幸
子

寝
る
前
が
私
の
読
書
タ
イ
ム
。
寝
床
に
入
り
、
メ
ガ
ネ

を
は
ず
し
、
文
庫
本
を
読
み
始
め
ま
す
。
こ
の
ひ
と
と

き
が
最
高
。
一
日
の
あ
れ
こ
れ
、
疲
れ
が
抜
け
て
い
き

ま
す
。
読
書
の
効
用
は
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

高
橋
　
和
宏

本
を
読
む
の
が
苦
手
な
人
も
、
自
分
が
興
味
を
持
っ

た
本
を
、
主
人
公
に
な
っ
た
つ
も
り
で
楽
し
み
な
が

ら
読
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人

に
本
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

熊
谷
　
南
美

選
書
用
に
読
ん
だ
本
の
中
に
昔
読
ん
だ
本
も
あ
り
、

今
読
む
と
感
じ
方
が
違
っ
た
り
し
ま
し
た
。
感
性
が

鋭
い
頃
に
も
っ
と
吸
収
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
十

代
の
感
性
は
、
読
書
の
喜
び
を
血
や
肉
に
変
え
る
と

再
認
識
し
ま
し
た
。

嶋
田
ひ
ろ
子

ぜ
ひ
、「
い
わ
１
０
０
」
を
見
て
い
た
だ
き
、
自
分
が

読
み
た
い
と
思
っ
た
本
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
を
読
ん

で
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
本
に
対
し
て
、
も
っ
と

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
　
陽
太

私
は
、
こ
の「
い
わ
１
０
０
」
作
り
に
関
わ
れ
た
事
を

本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
よ

り
多
く
の
岩
手
の
中
高
生
が
読
書
を
し
て
、
そ
こ
か

ら
何
か
を
学
び
、
感
じ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

照
井
　
涼
香

今
回
、
テ
ー
マ
２
と
４
を
担
当
し
ま
し
た
。
実
用
書
と

物
語
。
中
高
生
の
皆
さ
ん
の
将
来
に
、
ま
た
、
多
忙
な

毎
日
の
安
ら
ぎ
に
な
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

姉
帯
　
裕
子

題
名
が
気
に
入
っ
た
、
表
紙
の
装
丁
が
好
き
、
そ
ん
な

理
由
か
ら
で
よ
い
の
で
す
。
ま
ず
は
本
を
手
に
し
て

開
い
て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
百
冊
の

中
に
、
君
と
の
出
会
い
を
待
っ
て
い
る
本
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

立
花
　
律
子

今
回
、「
い
わ
１
０
０
」
の
作
成
に
関
わ
れ
た
こ
と
を

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
自
分
も
こ
の
ブ
ッ
ク

リ
ス
ト
か
ら「
私
の
一
冊
」
を
見
つ
け
、
さ
ら
に
た
く

さ
ん
の
本
に
出
会
い
た
い
の
で
す
。

中
村
　
廉
志

一
冊
の
本
と
の
出
会
い
が
、
私
を
物
書
き
に
し
ま
し

た
。
今
で
も
そ
の
本
は
私
の
大
切
な
相
棒
で
す
。
ど
う

か
こ
の「
い
わ
１
０
０
」
が
、
中
高
生
の
み
な
さ
ん
と

忘
れ
ら
れ
な
い
一
冊
の
出
会
い
の
場
と
な
り
ま
す
よ

う
に
。

 

阿
部
　
暁
子

今
の
皆
さ
ん
が
思
う
よ
り
、
十
代
は
か
け
が
え
の
な

い
時
で
す
。
今
こ
の
大
切
な
時
に
生
涯
の
宝
物
と
な

る
本
に
出
会
え
れ
ば
、
き
っ
と
、
人
生
の
一
歩
一
歩

が
、
確
か
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

松
田
　
素
子

私
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
読
書
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
に
は
人
生
を

変
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
が
、
素
敵
な

一
冊
と
出
会
っ
て
下
さ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。高橋

亜
彩
乃

本
の
世
界
に
浸
る
と
、
思
わ
ぬ
事
の
発
見
や
共
感
に

心
が
揺
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
抱
え
て
い
た
悩
み
の

解
決
の
糸
口
に
繋
が
る
事
も
あ
り
ま
す
。
心
の
支
え

に
な
る
本
に
出
会
う
た
め
、
皆
さ
ん
も
本
を
手
に

と
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
ま
ゆ

も
っ
と
若
い
時
に
読
み
た
か
っ
た
と
思
う
本
が
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な「
い
わ
１
０
０
」

が
、
一
冊
で
も
多
く
の
本
と
出
会
う
き
っ
か
け
に

な
っ
て
、
中
高
生
の
皆
さ
ん
に
、
大
き
な
感
動
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。菊

池
　
幸
子

人
と
の
よ
い
出
逢
い
、
そ
し
て
よ
い
本
と
の
出
会
い
。

本
か
ら
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
読
後
感
。
本
を
読
ん
で

学
ぶ
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
に

合
っ
た
本
を
ま
ず
は
一
冊
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

山
本
　
正
子

同
年
代
の
私
た
ち
の
お
す
す
め
な
の
で
、
知
っ
て
い

る
本
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の「
い
わ
１
０
０
」
を

活
用
し
て
、
気
に
な
る
本
を
見
つ
け
、
読
書
の
世
界
を

広
げ
て
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。

及
川
　
美
樹

自
分
が
本
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
活
動
を

通
し
て
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
の
手
に
と
っ
て
も
ら
い
、
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
本
を
好
き
に
な
る
人
が
増
え
て
欲
し
い

で
す
。

髙
橋
　
　
遥

こ
の「
い
わ
１
０
０
」
が
、
本
と
の
出
会
い
を
広
げ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
読
書
が
好
き
な
人

に
も
苦
手
な
人
に
も
、
き
み
の
一
冊
、
二
冊
、
三
冊
…

が
見
つ
か
り
ま
す
よ
う
に
！

伊
澤
　
由
華

選
書
委
員
と
し
て
活
動
し
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
中
高
生
に
は
、
こ
の

「
い
わ
１
０
０
」
を
見
て
、
よ
り
読
書
に
励
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
春
菜

今
回
、
小
グ
ル
ー
プ
委
員
と
し
て
、「
い
わ
１
０
０
」

の
作
成
に
携
わ
れ
た
こ
と
で
、
自
分
の
中
で
の
本
の

大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重

な
経
験
が
で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

高
谷
安
希
子
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地
　
域

き
み
の
友
だ
ち

に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ

き
み
が
見
つ
け
る
物
語

砂
糖
菓
子
の
弾
丸
は
撃
ち
ぬ
け
な
い

４
T
E
E
N

風
が
強
く
吹
い
て
い
る

塩
の
街

退
出
ゲ
ー
ム

ぼ
く
は
悪
党
に
な
り
た
い

暗
い
と
こ
ろ
で
待
ち
合
わ
せ

砂
漠
ぼ
く
ら
の
七
日
間
戦
争

バ
ッ
テ
リ
ー

18
歳
か
ら
の
マ
ナ
ー
・
ブ
ッ
ク

「
悪
い
こ
と
」し
た
ら
、
ど
う
な
る
の
？

こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
大
事
な「
カ
ネ
」の
話

医
療
の
こ
と
、
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

職
人
を
生
き
る

世
界
か
ら
貧
し
さ
を
な
く
す
30
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方
法

家
を
出
る
日
の
た
め
に

ギ
ャ
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農
業
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か
ら
の
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学

伝
え
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力

世
界
を
信
じ
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド

席
を
立
た
な
か
っ
た
ク
ロ
ー
デ
ッ
ト

竜
馬
が
ゆ
く

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル 

仕
事
の
流
儀

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

瑠
璃
色
の
星

ボ
ク
の
音
楽
武
者
修
行

新
編 

イ
チ
ロ
ー
物
語

ま
だ
17
歳
だ
け
ど
、
人
生
っ
て
面
白
い
と
思
う

ア
ン
ネ
の
日
記

現
代
語
訳 

論
語

が
け
っ
ぷ
ち
ナ
ー
ス

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

五
体
不
満
足

約
束
の
国
へ
の
長
い
旅

妖
怪
ア
パ
ー
ト
の
幽
雅
な
日
常

獣
の
奏
者

忘
れ
ら
れ
た
島

13
ヵ
月
と
13
週
と
13
日
と
満
月
の
夜

時
の
書

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝

モ
モ
ト
ム
は
真
夜
中
の
庭
で

岩手県立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

県
　
北

　
地

　
域

二戸市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
軽米町立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
一戸町立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
九戸村公民館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
久慈市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　　山形図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
洋野町立大野図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　種市図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
野田村立図書館
普代村図書室 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

県
　
央

　
地

　
域

盛岡市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　都南図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　渋民図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
八幡平市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
葛巻町公民館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
岩手町立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
雫石町立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
矢巾町公民館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
紫波町中央公民館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
滝沢村立湖山図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

県
　
南

　
地

　
域

花巻市立花巻図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　石鳥谷図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　大迫図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　東和図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
遠野市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
北上市立中央図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
西和賀町川尻地区公民館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
奥州市立胆沢図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　江刺図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　前沢図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　水沢図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
金ケ崎町立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
一関市立一関図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　東山図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　大東図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　千厩図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　室根図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　川崎図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　花泉図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　〃　　　藤沢図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
平泉町立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

沿
　
岸

　
地

　
域

宮古市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
岩泉町立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
山田町立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
アズビィ楽習センター ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
釜石市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
大槌町立図書館
陸前高田市立図書館
大船渡市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
住田町中央公民館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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図　書　館　等（48館）　蔵　書　情　報

図書館名

1 5547465 59519 6313 6817 7221 7625 8029 8433 8838 9342 973 57497 615311 65 6615 7019 7423 7827 8231 8635 9040 9544 992 56486 605210 6414 6918 7322 7726 8130 8534 8939 9443 984 58508 625412 6716 7120 7524 7928 8332 8737 9236 9141 9645 100

平成23年12月19日現在

※●印は、その図書館（または、分館・公民館図書室等）に本があることを表しています。　　※本は、同じ市町村内の別の分館または公民館図書室等に置かれている場合がありますので、事前に問い合わせてみることをお勧めします。
※野田村立図書館、大槌町立図書館、陸前高田市立図書館は、東日本大震災津波により　　　壊滅的な被害を受けたため図書館の機能を失っており、現在開館に向けて準備中です。


